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まちの話題 in Miyakonojo

元
日
本
代
表
選
手
が
教
え
る

サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ

世
相
を
反
映
し
た

か
か
し
が
勢
ぞ
ろ
い
！

　都城きりしま支援学校で9月21日、FC東京サッカ
ースクールが開催されました。サッカーの楽しさや
魅力を広める同企画。元サッカー日本代表の石川直
宏さんなど、FC東京のコーチ陣から指導を受けた児
童・生徒らは、あふれんばかりの笑顔でボールを追
い掛けていました。

　山田町の秋の恒例イベント「かかしフェスティバ
ル」が9月22日から10月6日の期間、一堂ヶ丘公園で
開催されました。市内外から出展された41体の作品
を展示。家族連れや近くの幼稚園の園児らは、話題
の人や出来事など世相を映したユニークなかかした
ちを、思い思いに楽しんでいました。

都
城
を
旅
し
た
山
頭
火
に

思
い
を
馳
せ
る

地
域
で
取
り
組
む

世
代
間
交
流
が
高
く
評
価

　「都城に山頭火の句碑を建立する会」が9月25日、
攝
しょう

護
ご

寺
じ

（牟田町）境内で「すてされない　荷物のお
もさ　まへうしろ」と刻まれた句碑の除幕式を、天
竜幼稚園の園児らと行いました。山頭火の日記に、
本寺近くの千日通りを訪れたことが記されていたこ
とから、この地に建立しました。

　さんさんクラブ山
さん

野
や

原
ばる

が9月26日、池田市長に全
国老人クラブ連合会会長表彰「活動賞」の受賞を報
告しました。同クラブは、昔の遊びを通じた地域の
子どもたちとの交流活動と、農業体験やそば打ち体
験などを通じた沖水小学校児童との世代間交流を高
く評価され、同賞を受賞しました。

大
空
を
舞
う

渡
り
鳥
の
観
察
会

女
王
を
決
め
る

華
麗
な
熱
き
戦
い

　日本野鳥の会宮崎県支部主催のサシバ観察会が10
月7日、金御岳公園で開催されました。毎年10月初
旬から中旬にかけて、越冬のために北から南へ渡る
中型のタカ「サシバ」。1万5千～ 2万羽が織りなす
渡りを観察しようと、県内外から多くの愛鳥家らが
詰め掛け、レンズをのぞき込んでいました。

　霧島酒造杯女流王将戦都城大会が10月13日、霧島
創業記念館吉

きちす け

助で開催されました。里見香奈女流王
将と加藤桃子奨励会初段による熱き戦いが繰り広げ
られたほか、関連イベントとしてプロ棋士による指
導対局会も開催。またとない機会とあって、参加者
らは次の一手を真剣に考えていました。
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今月の内容

まちかどインタビュー

今月の表紙

02	 まちの話題

12	 安心して出産できるまち・都城
14	 島津発祥まつり
15	 都城歴史資料館企画展　西南戦争
16	 祝吉地区公民館が完成！
17	 児童・女性への虐待・暴力をなくそう！
18	 ALTの活動紹介
19	 民俗芸能を後世へ／秋の全国火災予防週間
20	 人の風景
22	 INFORMATION（市からのお知らせ）
30	 行こうよ！　まるまる！／図書館だより
31	 美術館情報／施設紹介／
	 歴史探訪／伝承館だより
32	 盆地生まれの元気レシピ！
33	 国際交流員のひとりごと／わけもん通信／
	 今月のお便り
34	 みやこんじょ盛り上げ隊！／今月のプレゼント
35	 NPO通信／安全・安心情報／
	 番組紹介／現住人口／編集後記

特集04
維新の影の立役者
都城県参事　桂	久武

こだわりのスイーツ店が
まちなかにオープン！
　低糖質の焼き菓子やケーキ
を販売する店を10月2日、チ
ャレンジショップにオープン
しました。取り扱うスイーツ
は、通常のものと比べ、糖質
を5分の1から10分の1までカ
ット。糖質制限したい人が、
安心して食べられる手作りス
イーツを準備しています。

左 菊池 彩香さん
右 東 春菜さん

BLUE  OWL（中町）

与えられたナースキャッ
プで、決意を新たに
　都城看護専門学校の戴帽式
が10月13日、総合文化ホール
で開催されました。病院実習
の前に看護への意識を高める
本儀式。キャップを与えられ
た１年生は、実習に向けての
決意を新たにしていました。

才能あふれる作品が一堂に
　都城市美術展を9月15日から30日の期間、市立
美術館で開催しました。平面と立体の2部門で入
選した294点の作品を展示。9月22日の表彰式で
は、入賞者24人を表彰しました。版画とコラージ
ュの技法を用いて弟を描いた作品「ガルガンチュ
アとパンタグリュエル」で、大賞を受賞した黒木
希

き わ

和さん（愛知県芸大1年・本市出身）は「昨年
は高校生特別賞を受賞。3度目の挑戦となる今回
は大賞を受賞でき、とてもうれしい」と喜びをか
みしめていました。

思い出に残る国際交流
　オーストラリアのバーペンガリー・ステイト・
セカンダリー・カレッジ（BSSC）の生徒らが9
月25日から28日、本市に滞在しました。滞在中は、
書道や茶道など日本文化を体験。姫城中学校の生
徒との交流を深めながら巻き寿司作りにも挑戦し
ました。BSSCの生徒らは、悪戦苦闘しながらも
何度も味見しては、楽しそうに巻き寿司を作りま
した。江口華

は る

花
か

さん（姫城中3年）は「英語を話
しながらたくさん交流できて楽しかった。別れが
とても寂しい。」と話していました。
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明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
と
な
る
今

年
は
、
か
つ
て
の
動
乱
期
を
振
り
返
り

学
ぶ
企
画
が
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、大
河
ド
ラ
マ「
西せ

郷ご

ど

ん
」の
放
送
を
機
に
、南
九
州
で
も
企
画

展
な
ど
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
本

市
で
も
、
都
城
島
津
邸
な
ど
で
の
特
別

展
や
、
西
郷
隆
盛
の
ひ
孫
西
郷
隆
夫
さ

ん
な
ど
を
講
師
に
迎
え
た
歴
史
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
明
治
維
新
の
立
役
者
と
言

わ
れ
る
西
郷
や
大
久
保
利
通
に
引
け
を

取
ら
な
い
活
躍
を
し
た「
桂
久
武
」を
特

集
し
ま
す
。
西
郷
ら
ほ
ど
有
名
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
の
影
と
な
り
日
な

桂
久
武

維
新
の
影
の
立
役
者

都
城
県
参
事
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天
保
元
年（
１
８
３
０
）
５
月
、
日

置
領
主
島
津
久ひ

さ
か
ぜ風
の
第
５
子
と
し
て

誕
生
。
安
政
２
年（
１
８
５
５
）、
26
歳

の
と
き
に
桂
久ひ

さ
あ
き
ら徴

の
養
子
と
な
り
ま

す
。
同
４
年
に
藩
に
初
め
て
出
仕
。

数
々
の
藩
の
要
職
を
務
め
、
慶
応
元
年

（
１
８
６
５
）に
は
、家
老
に
ま
で
上
り

詰
め
ま
す
。そ
し
て
、国
父（
藩
主
の
父
）

島
津
久ひ

さ
み
つ光
に
許
さ
れ
沖お

き
の

永え

良ら

部ぶ

島
か
ら

帰
国
し
た
西
郷
と
共
に
、
倒
幕
に
向
け

て
突
き
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　
明
治
３
年（
１
８
７
０
）４
月
に
鹿
児

島
藩
権ご

ん
の

大
参
事（
現：臨
時
的
副
知
事
）、

９
月
大
参
事
と
な
り
、
西
郷
と
共
に
鹿

児
島
藩
政
を
掌
握
し
活
躍
し
ま
し
た
。

明
治
４
年
12
月
、都
城
県
参
事
と
な
り
、

後
世
の
人
材
育
成
な
ど
の
指
針
と
も
な

る「
３
箇
条
」を
残
し
ま
し
た
。

た
と
な
っ
て
支
え
た
桂
は
、
廃
藩
置
県

後
に
生
ま
れ
た
都
城
県
の
参
事（
現：知

事
）を
務
め
た
人
物
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
歴
史
上
で
脚
光
を
浴
び

る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
桂
。今
回
、幕
末

か
ら
維
新
期
の
桂
の
活
躍
や
人
物
像
か

ら
、
現
代
の
私
た
ち
が
習
う
べ
き
桂
の

「
教
え
」に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
　
秘
書
広
報
課　
☎
23

－

３
１
７
４

一
．
朝ち

ょ
う

旨し

を
尊
奉
す
る
こ
と

二
．
学
業
に
勉
励
し
人
材
を
教
育
す
べ
き
こ
と

三
．
民
事
を
勧
興
し
県
内
を
富
ま
す
べ
き
こ
と

華
麗
な
る
経
歴
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維
新
期
に
輝
い
た

都城県庁跡（都城市役所）

　
誕
生
し
た
都
城
県
の
参
事
に
、
当
時

鹿
児
島
藩
政
の
中
枢
で
大
参
事
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
桂
久
武
が
選
ば
れ
ま
し

た
。都
城
県
庁
は
、都
城
島
津
家
領
主
館

敷
地
内（
現：
都

城
市
役
所
）
に

設
置
。
桂
の
宿

舎
だ
っ
た
建
物

は
、現
在
、曽
於

市
に
移
築
さ
れ

現
存
し
て
い
ま

す
。

【
な
ぜ
桂
が
都
城
県
参
事
と
な
っ
た
か
】

　
明
治
２
年
に
行
わ
れ
た
版
籍
奉
還
に

よ
っ
て
、
当
時
の
都
城
領
主
で
あ
っ
た

島
津
久ひ

さ

寛ひ
ろ

は
領
地
を
返
上
。そ
の
後
、政

府
が
地
頭
と
い
う
新
し
い
役
職
に
三
島

通み
ち

庸つ
ね

を
就
任
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
都
城
島
津
家
が
治
め
て
い

た
地
に
、
薩
摩
藩
の
下
級
武
士
だ
っ
た

三
島
が
最
高
責
任
者
と
し
て
赴
任
す
る

事
態
に
、都
城
の
人
々
は
激
し
く
反
発
。

家
臣
団
か
ら
久
寛
の
地
頭
就
任
を
要
望

す
る
嘆
願
書
が
提
出
さ
れ
る
ほ
ど
で
し

た
。

　
ま
た
、政
府
は
、旧
飫
肥
藩
を
含
め
た

都
城
県
を
、
新
政
府
の
県
と
し
て
ど
う

統
治
す
る
か
と
い
う
課
題
に
も
直
面
し

　
明
治
4
年（
１
８
７
１
）11
月
14
日
に

新
た
に
誕
生
し
た
都
城
県
。
そ
の
範
囲

は
、
大
淀
川
以
南
か
ら
大
隅
半
島
ま
で

及
び
ま
し
た
。

　
明
治
政
府
の
改
革
に
基
づ
く
版
籍
奉

還
や
藩
政
改
革
に
よ
っ
て
、
藩
の
解
体

が
進
め
ら
れ
て
い
く
中
、
同
4
年
7
月

14
日
、藩
を
廃
止
す
る「
廃
藩
置
県
」が

行
わ
れ
ま
す
。「
藩
」と
い
う
単
位
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
際
の
行
政
機
能

は
、ほ
と
ん
ど
藩
の
ま
ま
で
し
た
。そ
こ

で
、
政
府
は
同
年
10
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
県
を
統
廃
合
す
る「
改
置
府
県
」を

実
施
。こ
れ
は
、廃
藩
置
県
後
の
9
月
に

具
体
案
が
作
成
さ
れ
、
３
府
３
０
２
県

が
３
府
72
県
に
統
廃
合
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
府
県
は
、
数
カ
月
の
間
に
統

廃
合
を
繰
り
返
し
、日
向
国（
現：
宮
崎

県
）領
域
で
は
、当
初
設
置
さ
れ
た
6
県

か
ら
新
た
に
八
代
県・美
々
津
県・都
城

県
が
置
か
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
都
城
県

が
誕
生
し
た
の
で
す
。

て
い
ま
し
た
。
そ
の
解
決
に
当
た
る
た

め
、
鹿
児
島
藩
の
大
参
事
だ
っ
た
桂
が

赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
桂
の
掲
げ
た
３
箇
条
】

　
赴
任
し
た
桂
は
、
ま
ず
初
め
に
都
城

県
庁
を
定
め
、
県
内
に
次
の
よ
う
な
布

告
を
出
し
ま
し
た
。

一
．朝
旨
を
尊
奉
す
る
こ
と

二
．�学
業
に
勉
励
し
人
材
を
教
育
す
べ

き
こ
と

三
．�民
事
を
勧
興
し
県
内
を
富
ま
す
べ

き
こ
と

　
こ
の
中
で
、
特
に
重
視
し
た
の
が
二

つ
目
の
文
教
政
策
。
学
業
を
奨
励
し
て

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
学
校
建
設
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、明
治
期
の
日

本
を
支
え
た
養
蚕
業
や
茶
の
生
産
、
ハ

ゼ
や
コ
ウ
ゾ
な
ど
の
工
芸
作
物
の
植
え

付
け
も
積
極
的
に
奨
励
し
ま
し
た
。

都
城
県
参
事
「
桂
久
武
」

都
城
県
の
公
文
書
を
収
め

た
「
諸
県
到
来
同
案
文
」

都
城
県
と
桂
久
武
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●都城●都城

●美々津

●宮崎

●志布志

鹿児島●

美々津県

都城県
鹿児島県

●美々津

●宮崎

●志布志

鹿児島●

美々津県

都城県
鹿児島県

宮崎県
●宮崎

●志布志
鹿児島●

鹿児島県 ●都城

宮崎県宮崎県宮崎県
●宮崎●宮崎●宮崎

●志布志●志布志●志布志
鹿児島●鹿児島●鹿児島●

鹿児島県鹿児島県鹿児島県 ●都城●都城●都城

●宮崎

●志布志
鹿児島●

鹿児島県
●都城

●宮崎●宮崎●宮崎

●志布志●志布志●志布志
鹿児島●鹿児島●鹿児島●

鹿児島県鹿児島県鹿児島県
●都城●都城●都城

宮崎県
●宮崎

●志布志
鹿児島●

鹿児島県 ●都城

宮崎県宮崎県宮崎県
●宮崎●宮崎●宮崎

●志布志●志布志●志布志
鹿児島●鹿児島●鹿児島●

鹿児島県鹿児島県鹿児島県 ●都城●都城●都城

●美々津●美々津

●宮崎●宮崎

●志布志●志布志
鹿児島●鹿児島●

美々津県美々津県

都城県都城県鹿児島県鹿児島県
●都城●都城

明治４年
都城県が設置
される

明治５年
3 県の県参事による
県域の管轄替えを行う

明治６年
都城県は分割されて、
宮崎県と鹿児島県に
併合される

明治 9年
宮崎県は鹿児島県に
併合される

明治 16年
現在の行政区となる

行 政 区 域 の 変 遷
●は現在の地名



　

明
治
政
府
は
、「
藩
」
に
変
わ
る
新

た
な
行
政
単
位
と
し
て「
県
」を
置
き
、

行
政
機
構
の
整
備
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
都
城
県
で
は
、
明
治
５
年
、
権ご

ん
の

典て
ん

事じ

以
下
21
人
の
県
官
を
任
命
。「
県
治
条

例
」
に
即
し
て
職
制
を
定
め
、
行
政
機

構
４
課
（
庶
務
・
聴ち

ょ
う

訟し
ょ
う

・
租
税
・
出
納
）

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
は
支
配
の
異
な
っ
た
旧

藩
の
所
領
が
混
在
し
て
い
た
た
め
、
県

民
意
識
の
醸
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
明
治
５
年
に
赴
任
し
た

桂
は
、
県
庁
の
開
庁
と
併
せ
、
地
域
を

管
轄
す
る
郡ぐ

ん

治ち

所し
ょ

を
９
つ
設
け
、統
治
。

郡
治
所
に
は
、
郡
長
、
副
長
、
里り

正せ
い

、

副
正
な
ど
を
定
め
、
県
民
意
識
を
醸
成

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
版
籍
奉
還
に
よ
っ
て
藩
か
ら

返
還
さ
れ
た
人
々
を
把
握
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
戸
籍
編
成
を
始
め
、
県
内

に
48
の
戸
籍
区
「
大
区
」
を
設
定
。
郡

治
所
の
郡
長
を
大
区
戸
長
、
副
正
や
里

正
を
大
区
副
戸
長
と
改
称
し
ま
し
た
。

桂
は
、
こ
の
よ
う
に
明
治
政
府
の
中
で

模
範
と
な
る
行
政
機
構
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
桂
を
含
む
南
九
州
の
３
県

（
都
城
県
、
鹿
児
島
県
、
美
々
津
県
）

の
県
参
事
が
共
同
で
、
大
胆
な
県
域
の

管
轄
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

模
範
と
な
る

行
政
機
構
の
整
備

大河ドラマ「西郷どん」

桂久武役　井戸田 潤さん
プロフィル
㈱ホリプロ所属。お笑いコンビ「ス
ピードワゴン」のメンバー。バラエ
ティ番組の他ドラマなど多方面で活躍。

都城県にまつわる文章を
つづった「都城県万

よろず

留
どめ

」

桂久武都城県参事

TOPIC

　大河ドラマ出演が決まったとき
に「ドッキリ」だと思いました。撮
影が始まったばかりの頃は、 あま
りの豪華キャスト陣に身がすく
み、緊張しました。
　役柄を知ろうと、鹿児島県立図
書館に行き、原口泉館長に話を聞
きました。 史実でも脇役の人だと
思っていましたが、 元々は西郷を
太陽のように見守り、 大地のよう
に支えた上司であり、晩年は無二
の親友であったことを聞き、 今で
はこのように素晴らしい人物を演
じられることに喜びを感じていま
す。また、桂久武の子孫に当たる人
からは激励の手紙をもらい、感激

男が惚れた、桂久武
したと同時に身の引き締まる思い
でした。
　これから、「西郷どん」も佳境を迎
えます。皆さん、最後まで応援して
ください。
　また、11月23日㈮の島津発祥ま
つりの明道館パレードに、私も参加
します。ぜひ、応援に来てください。

～西郷を太陽のように見守り、大地のように支えた上司～

インタビュー

　　11月21日㈬から25日㈰まで、
都城島津邸本宅で大河ドラマ『西
郷どん』全国巡回展が開催されま
す。ドラマの魅力と各時代を、パネ
ルや映像で紹介するほか、衣装や
小道具などが展示されます。
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都城県
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●宮崎
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鹿児島●
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都城県
鹿児島県

宮崎県
●宮崎

●志布志
鹿児島●

鹿児島県 ●都城

宮崎県宮崎県宮崎県
●宮崎●宮崎●宮崎

●志布志●志布志●志布志
鹿児島●鹿児島●鹿児島●

鹿児島県鹿児島県鹿児島県 ●都城●都城●都城

●宮崎

●志布志
鹿児島●

鹿児島県
●都城

●宮崎●宮崎●宮崎

●志布志●志布志●志布志
鹿児島●鹿児島●鹿児島●

鹿児島県鹿児島県鹿児島県
●都城●都城●都城

宮崎県
●宮崎

●志布志
鹿児島●

鹿児島県 ●都城

宮崎県宮崎県宮崎県
●宮崎●宮崎●宮崎

●志布志●志布志●志布志
鹿児島●鹿児島●鹿児島●

鹿児島県鹿児島県鹿児島県 ●都城●都城●都城

●美々津●美々津

●宮崎●宮崎

●志布志●志布志
鹿児島●鹿児島●

美々津県美々津県

都城県都城県鹿児島県鹿児島県
●都城●都城

明治４年
都城県が設置
される

明治５年
3 県の県参事による
県域の管轄替えを行う

明治６年
都城県は分割されて、
宮崎県と鹿児島県に
併合される

明治 9年
宮崎県は鹿児島県に
併合される

明治 16年
現在の行政区となる

行 政 区 域 の 編 遷
●は現在の地名

写真提供：NHK



歴
史
の
舞
台
裏
に
迫
る

　
文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
の
島
津
久

光
の
率
兵
上
京
を
機
に
、
参
勤
交
代
制

が
緩
和
さ
れ
、
共
に
許
可
さ
れ
た
の
が

「
天
機
伺
」。
幕
末
の
政
治
史
で
一
番
重

要
だ
っ
た
の
が
、天
皇
の
意
向
を
伺
い
、

ど
の
よ
う
に
取
り
入
る
か
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　
歴
史
の
教
科
書
に
必
ず
出
て
く
る
薩

長
同
盟
。
同
盟
を
組
む
長
州
の
た
め
、

天
皇
に
長
州
を
認
め
て
も
ら
う
と
い
う

天
機
伺
を
行
う
こ
と
が
最
も
重
要
で
、

そ
の
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
筆
頭
家
老

の
桂
で
し
た
。
薩
長
同
盟
の
協
議
の
際

に
、
桂
小
五
郎
（
木
戸
孝た

か

允よ
し

）
が
桂
へ

の
土
産
を
西
郷
に
託
し
て
い
ま
す
。
桂

小
五
郎
が
、
贈
り
物
を
い
つ
も
桂
に
届

け
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
桂
が
一
目
置

か
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　
諸
藩
が
京
都
洛
内
に
藩
邸
を
構
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
薩
摩
藩
は
桂
の

采
配
に
よ
り
、
広
大
な
藩
邸
を
建
築
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
岡
崎
（
現
：
京
都

市
左
京
区
）
に
５
万
坪
、小
松
原
（
現：

京
都
市
北
区
）
に
弾
薬
庫
を
備
え
た
藩

邸
を
構
え
、
調
練
場
（
軍
事
訓
練
場
）

と
も
し
ま
し
た
。
京
都
に
広
大
な
藩
邸

を
有
し
た
こ
と
が
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い

を
勝
利
へ
導
く
一
因
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
世
界
文
化
遺
産
に
な
っ
て

い
る
小こ

菅す
げ

ド
ッ
グ
（
小
菅
修
船
場
跡
・

長
崎
県
長
崎
市
）
の
用
地
取
得
も
桂
が

采
配
。
藩
が
外
国
か
ら
買
い
入
れ
た
蒸

気
船
の
補
修
の
た

め
、
小
松
帯た
て

刀わ
き

や

五
代
友と
も
あ
つ厚
が
計
画

立
案
と
実
務
に
当

た
り
ま
し
た
。

●

●

時
代
を
維
新
へ
と

導
い
た
桂
久
武

日
置
領
主
島
津
久
風
の
第
５
子
と
し
て
誕
生

　
　
島
津
斉
彬
が
薩
摩
藩
主
に

　
　
就
任

　
　
ペ
リ
ー
艦
隊
が
浦
賀
沖
に

　
　
来
航

桂
久
徴
の
養
子
と
な
る

藩
に
初
出
仕

　
　
日
米
修
好
通
商
条
約
締
結

　
　
島
津
斉
彬
没

　
　
安
政
の
大
獄

　
　
桜
田
門
外
の
変

山
崎
地
頭
職
に
就
任

大
島
警
衛
と
鉱
山
方
に
就
任

　
　
島
津
久
光
が
率
兵
上
京

　
　
寺
田
屋
騒
動

　
　
薩
英
戦
争

　
　
八
・
一
八
の
政
変

大
島
で
の
任
期
が
終
了
し
、

薩
摩
に
帰
国

　
　
禁
門
の
変
・
長
州
出
兵

勘
定
奉
行
に
就
任

大
目
付
に
就
任

御
家
老
職
加
判
役
、
御
用
部
屋
詰
に
就
任

谷
山
地
頭
職
を
兼
務

天
保
１
年
５
月

（
１
８
３
０
年
）

嘉
永
４
年
２
月

（
１
８
５
１
年
）

嘉
永
６
年
６
月

安
政
２
年

（
１
８
５
５
年
）

安
政
４
年

安
政
５
年
６
月

　
　
　
　

７
月

　
　
　
　

９
月

万
延
１
年
３
月

（
１
８
６
０
年
）

万
延
２
年

　
　
　
　

12
月

文
久
２
年
３
月

（
１
８
６
２
年
）

　
　
　
　

４
月

文
久
３
年
７
月

　
　
　
　

８
月

元
治
１
年
６
月

（
１
８
６
４
年
）

　
　
　
　

７
月

　
　
　
　

８
月

　
　
　
　

９
月

　
　
　
　

11
月

慶
応
１
年
６
月

（
１
８
６
５
年
）

現在の寺田屋 ペリー艦隊来航記念碑

❶
薩
長
同
盟
の
行
方
を

　
握
っ
た
「
天て

ん

機き

伺
う
か
が
い

」

❷
戊
辰
戦
争
に
向
け
た

　
万
全
の
備
え

小菅ドッグ
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「
侍
の
世
が
終
わ
る
」。
桂
は
、
歴
史

の
分
岐
点
に
立
っ
た
と
き
、
家
臣
を
今

後
い
か
に
生
か
し
て
い
く
の
か
悩
み
ま

し
た
。
そ
し
て
、導
き
出
し
た
の
が「
刀

を
く
わ
に
持
ち
替
え
て
」
国
を
豊
か
に

す
る
こ
と
で
し
た
。
要
職
を
離
れ
た
桂

は
私
財
を
全
て
投
じ
、霧
島
田
口
（
現：

霧
島
市
桂
）
の
寺
領
5
０
０
石
（
約

37
・
５
㌶
）
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
家

臣
に
開
墾
を
命
じ
ま
す
。
こ
の
と
き
桂

は
、
家
臣
の
将
来
を
考
え
、「
命
令
に

従
わ
な
い
も
の
は
、
自
分
の
家
来
で
は

な
い
」
と
ま
で
言
い
放
ち
、
開
墾
を
強

要
し
ま
し
た
。
幕
府
と
の
対
決
が
目
の

前
に
迫
る
こ
の
時
期
、
家
臣
に
開
墾
を

命
じ
た
桂
は
、
す
で
に
廃
藩
置
県
後
の

先
の
世
を
見
据
え
て
い
た
の
で
す
。

　

賢
君
で
あ

る
島
津
斉な
り
あ
き
ら彬

が
推
進
し
た

「
富
国
強
兵
」。

桂
は
、
こ
の

「
富
国
」
の
礎

と
な
り
、
明

治
期
の
日
本

を
支
え
た
養

蚕
業
を
こ
の

地
で
行
い
ま

し
た
。

　

西
南
戦
争
が
勃
発
し
た
明
治
10
年
、

都
城
は
鹿
児
島
県
の
管
轄
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
桂
は
当
初
、
戦
争
へ
の
参
加

の
意
思
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
西
郷
へ
の
助

け
が
必
要
と
悟
っ
た
桂
は
、
西
郷
軍
に

参
加
し
、
城
山
陥
落
の
9
月
24
日
、
銃

弾
に
倒
れ
ま
し
た
。享
年
48
歳
で
し
た
。

●

●

現在の桂内集落（写真提供：霧島市）

西南戦争錦絵「鹿児島征討全期之内　於城山西郷隆盛以下最後図」
※宮崎県総合博物館の特別展で12月2日㈰まで展示

　
　
　
　

９
月

　
　
　
　

12
月

慶
応
２
年
1
月

慶
応
３
年
10
月

　
　
　
　

12
月

慶
応
４
年
１
月

　
　
　
　

３
月

明
治
１
年
４
月

（
１
８
６
８
年
）

明
治
２
年
２
月

　
　
　
　

５
月

　
　
　
　

６
月

明
治
３
年
４
月

　
　
　
　

９
月

明
治
４
年
７
月

　
　
　
　

12
月

明
治
５
年
６
月

明
治
６
年
１
月

明
治
10
年
２
月

　
　
　
　

９
月

家
老
職
に
就
任

藩
命
に
よ
り
上
京　

12
月
18
日
伏
見
到
着

薩
長
同
盟
締
結

　

�　

桂
は
、藩
の
寺
院
取
調
係
に
就
任
し
、寺
院
の
統
廃
合
に
着
手
。

廃
止
し
た
寺
院
の
土
地
を
下
級
武
士
に
与
え
、
経
済
的
基
礎
を

安
定
さ
せ
、
出
兵
で
き
る
状
況
を
作
り
ま
し
た
。

　
　
15
代
将
軍
徳
川
慶
喜
が
大
政
奉
還

　
　
王
政
復
古
の
大
号
令

霧
島
神
宮
下
田
口
に
桂
家
家
臣
に
よ
る
桂
内
開
拓
地
の

建
設
を
着
手

　
　
戊
辰
戦
争
始
ま
る
（
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
）

　
　
五
箇
条
の
御
誓
文
公
布

　　
　
江
戸
無
血
開
城

藩
主
忠
義
の
懇
望
に
よ
り
藩
政
改
革
の
た
め
の
参
政
職
に
就
任

　
　
戊
辰
戦
争
終
わ
る

　
　
版
籍
奉
還

鹿
児
島
藩
権
大
参
事
に
就
任

大
参
事
に
就
任

　
　
廃
藩
置
県

都
城
県
参
事
に
就
任

鹿
児
島
で
明
治
天
皇
に
拝
謁

都
城
県
を
廃
止
し
宮
崎
県
設
置
。
豊
岡
権
県
令
を
辞
退
。

以
後
、
霧
島
田
口
に
あ
る
桂
内
集
落
の
開
拓
に
従
事

西
郷
と
懇
談
し
、
そ
の
ま
ま
西
南
戦
争
に
参
加

西
郷
ら
と
共
に
戦
死
。
嫡
子
も
17
歳
で
戦
死

●● ●❸ ❷●❹ ❶

桂久武の墓 三県鹿児島・都城・
美々津分界之図

❸
時
代
を
先
取
り
し
た

　
開
墾
「
桂か

つ
ら

内う
ち

集
落
」

❹
盟
友
と
最
後
ま
で
共
に

　
戦
っ
た「
西
南
戦
争
」

桂久武都城県参事
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弓
の
名
手
は
「
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
」

忠
義
を
尽
く
し
、

情
に
厚
か
っ
た
桂
久
武

　
誰
か
ら
も
慕
わ
れ
た
桂
の
人
柄
に
つ

い
て
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
原
口
泉
館

長
に
聞
き
ま
し
た
。

　
島
津
氏
の
分
家
、
日
置
島
津
家
の
出

身
で
あ
る
桂
久
武
。
26
歳
の
時
に
、
同

じ
分
家
で
あ
る
一い

っ

所し
ょ

持も
ち

桂
家
の
養
子
と

な
り
、
そ
の
後
、
薩
摩
藩
で
筆
頭
家
老

を
務
め
ま
す
。
明
治
維
新
後
は
、
鹿
児

島
藩
権
大
参
事
と
な
り
ま
し
た
。
桂
の

長
兄
の
島
津
久ひ

さ

徴な
る

は
島
津
斉
彬
の
主
席

家
老
。
次
兄
の
赤あ

か

山や
ま

靭ゆ
き

負え

は
藩
で
起

こ
っ
た
跡
継
ぎ
争
い
「
お
由ゆ

羅ら

騒
動
」

で
切
腹
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
重
臣
で
し

た
。
さ
ら
に
、
三
兄
の
田た

尻じ
り

務つ
か
さ

は
霧
島

神
宮
で
初
代
宮
司
を
務
め
ま
し
た
。
桂

兄
弟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
輝
か
し
い
経
歴

の
持
ち
主
で
し
た
。

【
桂
の
優
し
く
、
愛
ら
し
い
一
面
も
】

　
桂
は
、と
て
も
品
行
方
正
な
人
物
で
、

家
臣
だ
け
で
な
く
誰
か
ら
も
慕
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
桂
が
日
々
の
出
来
事

を
つ
づ
っ
た
「
桂
久
武
日
記
」
で
は
、

よ
く
家
臣
と
共
に
イ
ノ
シ
シ
狩
り
を
楽

し
ん
だ
こ
と
や
、
霧
島
山
麓
で
弓
の
大

会
を
開
催
し
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。桂
が
都
城
県
に
赴
任
し
た
際
、

霧
島
田
口
の
住
民
が
鶏
を
持
参
し
て
祝

う
様
子
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
敷
に
部
下
が
誰
も
来
な

か
っ
た
と
嘆
く
一
文
も
あ
り
、
桂
の
少

し
寂
し
が
り
屋
で
愛
ら
し
い
一
面
が
垣

間
見
ら
れ
ま
す
。

【
霧
島
神
宮
に
奉
納
さ
れ
た
幻
の
強
弓
】

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

桂
は
弓
の
名
手
で
し
た
。
昭
和
48
年
発

行
の
「
鹿
児
島
つ
れ
づ
れ
草
」
に
は
、

「
日
本
に
お
い
て
、
戦
争
で
弓
を
使
っ

た
最
後
の
人
」と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
南
戦
争
で
使
用
し
た
弓
は
、
兄
の
田

尻
が
宮
司
を
務
め
た
霧
島
神
宮
に
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
戦
争
で
、
弓

は
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
黒
塗

り
の
強
弓
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
都
城
島

津
家
所
領
で
生
産
さ
れ
た
竹
弓
は
、
藩

内
で
も
名
声
が
高
く
、
現
在
、
そ
の
流

れ
を
く
む
の
が
国
指
定
の
伝
統
的
工
芸

品
「
都
城
大
弓
」
で
す
。
桂
が
使
用
し

て
い
た
弓
も
都
城
で
生
産
さ
れ
た
竹
弓

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

【
有
能
な
政
治
家
】

　
残
さ
れ
た
史
料
を
ひ
も
と
く
と
、
桂

が
有
能
な
政
治
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
薩
長
同
盟
で
は
筆
頭
家
老

と
し
て
同
席
。
戊
辰
戦
争
で
は
兵
糧
な

ど
の
物
資
や
武
器
な
ど
を
調
達
し
て
戦

地
に
送
る
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
戊
辰
戦
争
以
前
に
「
侍
の
世
は
終

わ
る
」
と
時
代
の
変
化
を
予
測
し
、
家

臣
に
開
墾
を
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
明
治
政
府
で
要
職
を
歴
任

し
、そ
の
後
、鹿
児
島
に
帰
っ
た
桂
は
、

銅
山
開
発
に
も
私
費
を
投
じ
て
取
り
組

み
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
開
墾
や
銅
山

開
発
な
ど
、
士
族
の
雇
用
の
受
け
皿
を

用
意
し
ま
し
た
。

【
信
頼
を
寄
せ
た
熱
き
盟
友
】

　
西
郷
は
桂
を
信
頼
し
心
を
寄
せ
て
い

て
、
奄
美
大
島
に
残
し
た
妻
子
の
世
話

を
頼
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
西
郷
は
、

行
動
を
起
こ
す
際
に
は
、
必
ず
桂
に
相

談
し
て
い
ま
し
た
。
西
郷
が
宛
て
た
書

簡
で
は
、
藩
の
幹
部
の
浮
気
を
愚
痴
る

ほ
ど
信
頼
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
国
の
た
め
忠
義
を
尽
く
し
、
情
に

も
厚
か
っ
た
桂
は
、
共
に
戦
っ
て
き
た

西
郷
が
起
こ
し
た
西
南
戦
争
で
最
後
ま

で
西
郷
を
支
え
ま
し
た
。

原
口 

泉
さ
ん

東
京
大
学
文
学
部
国
史
学
科
、
同
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
２
０
１
１
年
か

ら
志
學
館
大
学
教
授
、
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
。
２
０
１
２
年
に
鹿
児
島
県
立
図

書
館
長
を
兼
務
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
な
ど
の
時
代
考
証
を
担
当
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毎
年
２
月
18
日
は
「
都
城
教
育
の

日
」。
こ
の
日
に
寄
せ
る
思
い
を
児
玉

都
城
市
教
育
長
に
聞
き
ま
し
た
。

　
都
城
教
育
の
日
は
明
治
５
年
2
月
18

日
、
桂
が
都
城
県
参
事
に
着
任
す
る
に

当
た
っ
て
示
し
た
三
つ
の
方
針
の
一
つ

「
学
業
に
勉
励
し
人
材
を
教
育
す
べ
き

こ
と
」
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。
平
成
27

年
度
、
四
つ
の
方
針
を
掲
げ
、
都
城
教

育
の
日
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
都
城
島
津
邸
で
は
、
地
域
の
伝
統
や

歴
史
に
触
れ
な
が
ら
楽
し
く
学
べ
る
島

津
の
教
え
「
郷ご

中じ
ゅ
う

教
育
体
験
講
座
」
を

実
施
。
島
津
発
祥
ま
つ
り
で
は
、
い
ろ

は
歌
か
る
た
大
会
も
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
市
立
図
書
館
に
は
、
世
界
史

や
日
本
史
、
そ
し
て
都
城
史
が
一
堂
に

並
ぶ
書
架
を
設
置
。
都
城
史
は
、
地
域

の
祭
り
や
街
並
み
の
変
遷
、
地
域
の
生な

り

業わ
い

な
ど
、
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自

ら
考
え
制
作
し
て
い
く
「
新
し
い
都
城

史
」
が
並
ぶ
予
定
で
す
。
桂
の
教
え
に

由
来
し
た
「
都
城
教
育
の
日
」
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
改
め
て
四
つ
の
方
針
を

再
確
認
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
を

深
め
る
こ
と
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

都
城
市
教
育
長

児
玉 

晴
男
さ
ん 桂

の
教
え
を
今
に
受
け
継
ぐ

都
城
教
育
の
日

　
島
津
家
中ち

ゅ
う

興こ
う

の
祖
で
、
島
津
義よ

し

弘ひ
ろ

の

祖
父
島
津
忠た

だ

良よ
し

が
作
っ
た
「
日
新
公
い

ろ
は
歌
」
は
、
郷
中
教
育
の
基
本
精
神

と
な
っ
た
も
の
で
、
都
城
島
津
家
所
領

の
本
市
で
も
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
郷
中
教
育
は
、
薩
摩
藩
の
人
材
育
成

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
有
名
で
す
。
青
少

年
を
「
稚ち

児ご

（
６
～
15
歳
）」「
二に

才せ

（
15
～
25
歳
）」
に
分
け
、勉
学
や
武
芸
、

肉
体
的
鍛
錬
を
通
じ
て
先
輩
が
後
輩
を

指
導
し
て
い
た
も
の
。
年
齢
が
異
な
る

若
者
が
集
い
、教
え
合
い
、鍛
え
合
う
、

自
治
的
な
教
育
で
し
た
。

　

安
永
２
年
（
１
７
７
３
）、
斉
彬
の

曽
祖
父
重し

げ

豪ひ
で

が
人
材
育
成
の
核
と
な
る

藩
校
「
造
士
館
」
を
設
立
。
都
城
島
津

家
で
も
同
７
年
に
久ひ

さ

倫と
も

が
稽
古
所
（
後

の
明
道
館
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
桂
は
、
西
郷
を
始
め
と
す
る
優
秀
な

人
材
を
多
く
輩
出
し
た
こ
の
教
育
方
針

を
新
し
い
県
政
で
も
生
か
そ
う
と
、
３

箇
条
の
一
つ
に
盛
り
込
み
、
県
内
に
学

校
を
整
備
し
ま
し
た
。　

　
皆
さ
ん
は
、
都
城
県
参
事
「
桂
久
武
」

を
ご
存
知
で
し
た
か
。
明
治
初
期
に
都

城
県
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
特
集
で
桂
の
偉
業

や
人
と
な
り
に
触
れ
、
改
め
て
本
市
の

「
都
城
教
育
の
日
」
に
込
め
ら
れ
た
学
び

を
知
り
、
人
を
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ

に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

常
に
先
を
読
み
、
決
断
し
た
桂
は
、

人
を
愛
し
、
愛
さ
れ
た
人
で
し
た
。
西

郷
や
大
久
保
な
ど
か
ら
敬
愛
さ
れ
、
私

財
を
投
じ
て
家
臣
の
行
く
末
に
責
任
を

持
と
う
と
し
た
桂
は
、
こ
れ
ま
で
歴
史

上
、
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ

の
生
き
様
は
私
た
ち
に
学
び
続
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
今
後
、
市
立
図
書
館
に
陳
列
予
定
の

「
市
民
が
作
る
都
城
史
」。
地
域
で
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
祭
り
や
行
事
、

そ
し
て
発
酵
食
品
や
茶
な
ど
都
城
で
育

ま
れ
て
き
た
生
業
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
や
視
点
で
制
作
さ
れ
ま
す
。

　
新
た
な
都
城
史
か
ら
、
ふ
る
さ
と
の

こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
一
面
を
知

り
、
よ
り
深
く
学
ぶ
機
会
が
生
ま
れ
る

と
思
う
と
、今
か
ら
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

TOPIC

桂久武都城県参事

桂
も
受
け
継
い
だ
教
え

「
郷ご

中じ
ゅ
う

教
育
」

［
編
集
後
記
］

「
学
び
」を
生
か
す
と
い
う
こ
と

⒈��

常
に
学
び
、
都
城
を
担
え
る

　
「
人
財
」
を
目
指
す

⒉��

学
び
合
い
、
助
け
合
い
、

　

平
和
で
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る

⒊��

家
庭
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、

　

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

　

行
動
す
る

⒋��

郷
土
の
歴
史
を
学
ん
で
、

　

郷
土
を
愛
し
、
誇
り
を
持
つ

都城教育の日��４つの方針
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市
も
、共
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　市
で
はM

ま

る

ま

る

allm
all

を
整
備
し
、
よ
り

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
母
子
保
健

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
。
包
括
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
消
防
局

で
は
、
安
全
な
搬
送
・
処
置
の
た
め
の
研

修
を
実
施
し
、
技
術
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
各
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
安
心
し

て
出
産
で
き
る
ま
ち
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
共
有

　こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
医
師
や
助

産
師
が
24
時
間
、
病
院
内
で
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
確
認
で
き
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
こ
と
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
共

有
や
相
談
が
可
能
と
な
り
、
対
応
を
早
期

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
二
次
医
療
施
設
で
早
い
段
階
か
ら
診

る
こ
と
で
、
危
険
な
状
態
の
母
子
を
よ
り

多
く
救
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

安
心
し
て
出
産
で
き
る
都
城

　安
心
し
て
出
産
で
き
る
医
療
体
制
が

整
っ
て
い
る
都
城
市
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
番
組
を
制
作
。
取
材
を
通
し
て
県
内
の

医
療
施
設
な
ど
の
連
携
や
シ
ス
テ
ム
を
知

り
、
そ
の
す
ご
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
今

後
、
若
い
医
師
に
意
志
を
つ
な
い
で
ほ
し

い
し
、
こ
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
皆
さ
ん

に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

周
産
期
医
療
を
け
ん
引
す
る

　都
城
で
始
ま
っ
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
、

全
国
的
に
着
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、
医
師
同
士
や
病

院
と
行
政
の
連
携
が
不
可
欠
な
体
制
。
周

産
期
死
亡
を
無
く
し
た
い
と
い
う
熱
い
思

い
で
、
宮
崎
大
学
を
核
に
県
全
体
の
医
療

施
設
な
ど
が
連
携
し
て
い
る
こ
と
を
、
多

く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

開
業
医
同
士
も
支
え
る
連
携

　母
子
の
命
を
守
る
た
め
、一
次
、二
次
、

三
次
医
療
施
設
の
連
携
を
常
に
意
識
し
て

医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
二
次

医
療
の
先
生
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
共
有
で

き
、
よ
り
連
携
が
密
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
都
城
市
で
は
、
開
業
医
同
士
で
も
帝
王

切
開
の
手
伝
い
や
勉
強
会
な
ど
で
連
携
を

取
っ
て
い
ま
す
。

　コーディネーターに池ノ上学長を迎え、システム内で、一次・二次・三次医療施設の役割を果たすそれぞれの代表と、
池田市長、市民代表の5人のパネリストによる公開討論を行いました。

講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳

し
い
内
容
と
動
画
を
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

周産期医療シンポジウム

野田医院
野田 俊一院長

宮崎大学医学部
附属病院
鮫島 浩病院長

池田 宜永
都城市長

都城医療センター
徳永 修一
産婦人科医長

BTV株式会社
宮原 玲

れい

奈
な

さん

海野 碧
み な み

波さん（日向学院高校3年）

将来の夢は産科医です
シンポジウムに参加して

　産科医を目指し、日々、勉強していま
す。現役医師の話を聞く貴重な機会と思
い参加。初めて、システムのことを知り、
また現場の声を聞くことができてとても
良かったです。登壇した先生のような医
師を目指す熱意が高まりました。

安
心
し
て
出
産
で
き
る
ま
ち
・
都
城

　
妊
娠
満
22
週
か
ら
生
後
１
週
未
満
ま
で
の
出
産
に
ま
つ
わ
る
時
期
「
周
産
期
」。
母
子
の
命
が
危
険
な
状
況
も
起
こ
り
得
る
周
産

期
の
母
子
の
命
を
守
る
本
市
の
医
療
体
制
は
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
今
回
は
、
安
心
し
て
出
産
で
き
る
ま
ち
・
都
城
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
９
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

　周
産
期
に
亡
く
な
っ
た
胎
児
や
新
生
児

の
割
合
で
あ
る
周
産
期
死
亡
率
（
死
亡

率
）。
宮
崎
県
は
、
平
成
６
年
に
死
亡
率

が
全
国
で
最
下
位
と
な
る
な
ど
、
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
改
善

す
る
た
め
、
宮
崎
大
学
が
中
心
と
な
り
、

県
内
各
地
域
の
中
核
病
院
に
地
域
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
な
ど
、

地
域
の
産
科
医
療
施
設
の
支
援
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、

平
成
16
年
に
は
県
の
死
亡
率
は
全
国
で
最

も
低
く
な
り
、
今
年
も
最
も
低
く
な
る
な

ど
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
周
産
期
医
療

体
制
が
確
立
し
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
と

し
て
は
、
地
元
の
産
科
医
療
施
設
（
一
次

医
療
施
設
）
と
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
（
二
次
医
療
施
設
）
が
連
携
体
制

を
整
え
た
こ
と
で
、
万
一
の
際
に
も
迅
速

な
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
搬
送
体
制
が
整
っ
た
こ
と
で
、

通
常
分
娩
は
一
次
医
療
施
設
で
80
㌫
、
危

険
性
の
高
い
分
娩
は
二
次
・
三
次
医
療
施

設
で
20
㌫
と
、
搬
送
先
が
す
み
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　加
え
て
、
県
西
地
区
に
お
い
て
は
、
地

域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
都

城
医
療
セ
ン
タ
ー（
祝
吉
町
）を
中
心
に
、

市
内
の
産
科
医
療
施
設
が
、全
国
初
の「
分

娩
時
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

（
シ
ス
テ
ム
）」
を
構
築
。
危
険
な
状
態
の

妊
婦
と
胎
児
の
状
況
を
常
に
確
認
で
き
る

催
し
て
い
ま
す
。

　今
後
安
全
な
出
産
に
は
、
母
子
に
一
番

近
い
助
産
師
の
力
が
さ
ら
に
重
要
に
な
り

ま
す
。
歴
史
あ
る
日
本
の
助
産
師
制
度
を

機
能
強
化
す
る
こ
と
で
、
周
産
期
医
療
の

質
が
向
上
す
る
で
し
ょ
う
。

　こ
れ
か
ら
は
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
周
産
期
医
療
の
質
を
保
つ
こ
と
や
、

妊
娠
と
出
産
に
関
す
る
学
校
な
ど
で
の
教

育
の
充
実
、そ
し
て
、地
域
が
一
体
と
な
っ

て
母
子
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。

県
の
周
産
期
医
療
を
け
ん
引
す
る

国
立
大
学
法
人
宮
崎
大
学
池
ノ
上

克つ
よ
む

学
長

講
演

12広報 都城 平成30年11月号

胎
児
心
拍
数
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
）
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
す
る
こ

と
で
、
迅
速
に
緊
急
時
の
連
絡
や
搬
送
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
医
療
体
制
を
維

持
す
る
た
め
、
医
師
や
助
産
師
、
看
護
師

な
ど
が
一
緒
に
事
例
を
学
び
、
治
療
の
質

を
上
げ
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
定
期
的
に
開

○○医院

総合周産期母子医療センター
（宮崎大学医学部）

より高度な医療技術で二次でも
対応できない妊産婦に対応
より高度な医療技術で二次でも
対応できない妊産婦に対応

地域周産期母子医療センター
（都城医療センター）

ハイリスクな妊産婦に対応

身近な「かかりつけ」

地域の産科医療施設

都城市における周産期医療の連携の仕組み
三
次
医
療
施
設

二
次
医
療
施
設

一
次
医
療
施
設
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市
も
、共
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　市
で
はM

ま

る

ま

る

allm
all

を
整
備
し
、
よ
り

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
母
子
保
健

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
。
包
括
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
消
防
局

で
は
、
安
全
な
搬
送
・
処
置
の
た
め
の
研

修
を
実
施
し
、
技
術
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
各
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
安
心
し

て
出
産
で
き
る
ま
ち
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
共
有

　こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
医
師
や
助

産
師
が
24
時
間
、
病
院
内
で
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
確
認
で
き
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
こ
と
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
共

有
や
相
談
が
可
能
と
な
り
、
対
応
を
早
期

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
二
次
医
療
施
設
で
早
い
段
階
か
ら
診

る
こ
と
で
、
危
険
な
状
態
の
母
子
を
よ
り

多
く
救
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

安
心
し
て
出
産
で
き
る
都
城

　安
心
し
て
出
産
で
き
る
医
療
体
制
が

整
っ
て
い
る
都
城
市
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
番
組
を
制
作
。
取
材
を
通
し
て
県
内
の

医
療
施
設
な
ど
の
連
携
や
シ
ス
テ
ム
を
知

り
、
そ
の
す
ご
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
今

後
、
若
い
医
師
に
意
志
を
つ
な
い
で
ほ
し

い
し
、
こ
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
皆
さ
ん

に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

周
産
期
医
療
を
け
ん
引
す
る

　都
城
で
始
ま
っ
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
、

全
国
的
に
着
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、
医
師
同
士
や
病

院
と
行
政
の
連
携
が
不
可
欠
な
体
制
。
周

産
期
死
亡
を
無
く
し
た
い
と
い
う
熱
い
思

い
で
、
宮
崎
大
学
を
核
に
県
全
体
の
医
療

施
設
な
ど
が
連
携
し
て
い
る
こ
と
を
、
多

く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

開
業
医
同
士
も
支
え
る
連
携

　母
子
の
命
を
守
る
た
め
、一
次
、二
次
、

三
次
医
療
施
設
の
連
携
を
常
に
意
識
し
て

医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
二
次

医
療
の
先
生
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
共
有
で

き
、
よ
り
連
携
が
密
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
都
城
市
で
は
、
開
業
医
同
士
で
も
帝
王

切
開
の
手
伝
い
や
勉
強
会
な
ど
で
連
携
を

取
っ
て
い
ま
す
。

　コーディネーターに池ノ上学長を迎え、システム内で、一次・二次・三次医療施設の役割を果たすそれぞれの代表と、
池田市長、市民代表の5人のパネリストによる公開討論を行いました。

講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳

し
い
内
容
と
動
画
を
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

周産期医療シンポジウム

野田医院
野田 俊一院長

宮崎大学医学部
附属病院
鮫島 浩病院長

池田 宜永
都城市長

都城医療センター
徳永 修一
産婦人科医長

BTV株式会社
宮原 玲

れい

奈
な

さん

海野 碧
み な み

波さん（日向学院高校3年）

将来の夢は産科医です
シンポジウムに参加して

　産科医を目指し、日々、勉強していま
す。現役医師の話を聞く貴重な機会と思
い参加。初めて、システムのことを知り、
また現場の声を聞くことができてとても
良かったです。登壇した先生のような医
師を目指す熱意が高まりました。
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◉
会
期
　
11
月
２
日
㈮
～
平
成
31
年

１
月
20
日
㈰

※�

月
曜
日
と
12
月
29
日
㈯
～
平
成
31

年
１
月
３
日
㈭
は
休
館
。
月
曜
日

が
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日

◉
入
館
料

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
以
上
１
６
０
円
（
１
０
０
円
）

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
50
円
）

※�（
　
）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

11
月
３
日
㈯
の
文
化
の
日
は
、
入

館
料
無
料

が
、
都
城
も
激
戦
地
の
一
つ
で
し
た
。

　
高
原
（
現
：
高
原
町
）
を
占
拠
し
た
政

府
軍
。
こ
れ
を
奪
還
し
よ
う
と
し
た
西
郷

軍
は
７
月
14
日
、政
府
軍
と
激
突
し
ま
す
。

し
か
し
、
高
崎
（
現
：
高
崎
町
谷
川
）
で

西
郷
軍
は
敗
北
。
西
郷
軍
は
、
都
城
で
政

府
軍
の
総
攻
撃
を
受
け
、
山
之
口
（
現
：

山
之
口
町
）
や
飫
肥
（
現
：
日
南
市
）
方

面
に
敗
走
し
ま
し
た
。

　
こ
の
戦
い
で
、
多
く
の
人
が
命
を
落
と

し
た
だ
け
で
な
く
、
家
屋
が
消
失
し
田
畑

も
荒
ら
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
後
の
人
々
の

生
活
の
困
窮
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
西
南
戦
争
で

は
「
田
原
坂
の

戦
い
（
現
：
熊

本
市
）」
が
最

も
激
戦
の
地
と

し
て
有
名
で
す

　
西
南
戦
争
に
は
、
都
城
の
多
く
の
人
々

が
政
府
軍
と
西
郷
軍
に
出
兵
し
て
い
ま

す
。

　
徴
兵
制
に
よ
り
政
府
軍
と
し
て
戦
っ
た

人
の
中
に
は
、
顕
彰
さ
れ
、
掛
け
軸
に
名

前
な
ど
が
残
さ
れ
た
り
、
戦
後
に
政
府
か

ら
褒
賞
を
受
け
た
り
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
、
西
郷
軍
と
し
て
戦
っ
た
人

の
中
に
は
、
戦
後
、
西
郷
軍
に
協
力
し
た

罪
を
問
わ
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。

　
西
南
戦
争
の
終
結
後
、
戦
没
者
の
慰
霊

の
た
め
、
各
地
で
招
魂
塚
が
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
前
田
町
に
は
、
勝
海
舟
の
詩
が
刻

ま
れ
た
詩
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

Ｐ
31
「
ぼ
ん
ち
く
ん
と
歴
史
探
訪
」
に

も
掲
載

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

　
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

郷ご

ど
ん
」
の
放
送
に
よ
り
注
目
が
集
ま
る
西
郷
隆
盛
。
西
郷
が
明
治
10

年
（
１
８
７
７
）
に
起
こ
し
た
西
南
戦
争
で
は
、
都
城
も
戦
場
と
な
り
、
都
城
の
人
々
も
多

く
出
兵
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、展
示
資
料
を
元
に
、西
南
戦
争
と
都
城
の
関
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

�

◎
問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
　
☎
23-

９
５
４
７

西
南
戦
争

国
内
最
後
の
内
戦「
西
南
戦
争
」

都
城
で
の
戦
況

各
地
に
残
る
招し

ょ
う

魂こ
ん

塚づ
か

③山形の施設に収監された
　人の日記「山形流

る

謫
たく

日誌」

銃弾痕が残る墓石（高崎町谷川）

①西南戦争錦絵「都城軍議之図」 ※①〜③は、都城歴史資料館所蔵

政
府
軍
と
西
郷
軍
で
相
対
し
た

都
城
の
人
々

　
官
職
を
辞
し
て
鹿
児
島
へ
戻
っ
た
西
郷

は
、
明
治
７
年
に
私
学
校
を
創
設
。
政
府

に
対
す
る
士
族
ら
の
不
平
不
満
が
募
る

中
、
鹿
児
島
で
も
私
学
校
の
生
徒
ら
と
政

府
の
対
立
が
深
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

明
治
10
年
２
月
15
日
に
西
郷
が
挙
兵
し
、

国
内
最
後
の
内
乱
と
い
わ
れ
る
西
南
戦
争

が
起
こ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
西
郷
軍
は

政
府
軍
の
反
撃
を
受
け
敗
退
。９
月
24
日
、

西
郷
は
自
害

し
、
西
南
戦

争
が
終
わ
り

ま
し
た
。

②西南戦争を
　描いた絵草子
　「鹿児島戦記」

14広報 都城 平成30年11月号

　
11
月
10
日
㈯
か
ら
23
日
㈮
に
わ
た
っ
て
、
島
津
発
祥
の
地
「
都
城
」
の
神
柱
公
園
を
中
心
に
「
島
津
発
祥
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
明
道
館
パ
レ
ー
ド
」
で
は
、
都
城
島
津
家
歴
代
当
主
や
私
領
一
番
隊
の
武
士
、
な
ぎ
な
た
隊
な
ど
に
扮ふ

ん

し
た
市
民
ら

が
、
豪
華
絢け

ん

爛ら
ん

に
練
り
歩
き
ま
す
。
こ
の
他
、
島
津
の
歴
史
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
島
津
発
祥
ま

つ
り
へ
来
場
く
だ
さ
い
。�

◎
問
い
合
わ
せ
　
島
津
発
祥
ま
つ
り
実
行
委
員
会
　
☎
51-

５
５
０
１

2018

現
代
に
よ
み
が
え
る
歴
史
絵
巻

明
道
館
パ
レ
ー
ド

　
都
城
島
津
家
歴
代
当
主
な
ど
が
練
り
歩

き
ま
す
。
今
回
は
、
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

郷ご

ど
ん
」
で
桂
久
武
を
演
じ
て
い
る
井
戸
田

潤
さ
ん
が
登
場
！

●
日
時
　
11
月
23
日
㈮
　
11
時
30
分
～

●
コ
ー
ス
　
都
城
島
津
邸
～
神
柱
宮

　
さ
ま
ざ
ま
な
出
店
が
立
ち
並
ぶ
島
津
荘

園
。
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

着
用
や
乗
馬
な
ど
、
歴
史
に
ち

な
ん
だ
体
験
を
楽
し
め
る
ブ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
民
俗
芸
能
の
披

露
や
抽
選
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
23
日
㈮
　
11
時
～
17
時

●
場
所
　
神
柱
公
園
多
目
的
広
場

●
内
容

◎
甲
冑
体
験
処ど

こ
ろ

記
念
撮
影
も
で
き
ま
す
。
カ
メ
ラ
な
ど
を

持
参
く
だ
さ
い
（
小
学
生
以
下
対
象
。
１

人
３
０
０
円
）

◎
乗
馬
体
験
処

か
わ
い
い
ポ
ニ
ー
に
乗
れ
ま
す
（
11
時
～

15
時
。
小
学
生
以
下
対
象
。
１
回
３
０
０

円
）

◎
人
力
車
体
験
処

人
力
車
に
乗
り
、
公
園
内
を
散
策
。
ゆ
っ

く
り
見
物
を
楽
し
め
ま
す
（
13
時
～
。
大

人
５
０
０
円
、
子
ど
も
３
０
０
円
）

◎
自じ

げ
ん
り
ゅ
う

顕
流
体
験
処

鹿
児
島
藩
の
武
士
が
鍛
錬
に
励
ん
だ
、
古

流
剣
術
を
体
験
で
き
ま
す
（
13
時
～
）

◎
島
津
荘
園
の
お
宝
探
し

素
敵
な
宝
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！（
15
時
～
。

幼
児
・
小
学
生
対
象
）

※�

こ
の
他
、
熊
本
城
お
も
て
な
し
武
将
隊

に
よ
る
演
武
や
「
お
雪
さ
ん
杯

さ
か
ず
き流
し
」

体
験
な
ど
も
予
定

都
城
島
津
の
歴
史
を
体
感
！

島
津
荘
園

甲冑体験の様子
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◉
会
期
　
11
月
２
日
㈮
～
平
成
31
年

１
月
20
日
㈰

※�

月
曜
日
と
12
月
29
日
㈯
～
平
成
31

年
１
月
３
日
㈭
は
休
館
。
月
曜
日

が
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日

◉
入
館
料

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
以
上
１
６
０
円
（
１
０
０
円
）

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
50
円
）

※�（
　
）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

11
月
３
日
㈯
の
文
化
の
日
は
、
入

館
料
無
料

が
、
都
城
も
激
戦
地
の
一
つ
で
し
た
。

　
高
原
（
現
：
高
原
町
）
を
占
拠
し
た
政

府
軍
。
こ
れ
を
奪
還
し
よ
う
と
し
た
西
郷

軍
は
７
月
14
日
、政
府
軍
と
激
突
し
ま
す
。

し
か
し
、
高
崎
（
現
：
高
崎
町
谷
川
）
で

西
郷
軍
は
敗
北
。
西
郷
軍
は
、
都
城
で
政

府
軍
の
総
攻
撃
を
受
け
、
山
之
口
（
現
：

山
之
口
町
）
や
飫
肥
（
現
：
日
南
市
）
方

面
に
敗
走
し
ま
し
た
。

　
こ
の
戦
い
で
、
多
く
の
人
が
命
を
落
と

し
た
だ
け
で
な
く
、
家
屋
が
消
失
し
田
畑

も
荒
ら
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
後
の
人
々
の

生
活
の
困
窮
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
西
南
戦
争
で

は
「
田
原
坂
の

戦
い
（
現
：
熊

本
市
）」
が
最

も
激
戦
の
地
と

し
て
有
名
で
す

　
西
南
戦
争
に
は
、
都
城
の
多
く
の
人
々

が
政
府
軍
と
西
郷
軍
に
出
兵
し
て
い
ま

す
。

　
徴
兵
制
に
よ
り
政
府
軍
と
し
て
戦
っ
た

人
の
中
に
は
、
顕
彰
さ
れ
、
掛
け
軸
に
名

前
な
ど
が
残
さ
れ
た
り
、
戦
後
に
政
府
か

ら
褒
賞
を
受
け
た
り
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
、
西
郷
軍
と
し
て
戦
っ
た
人

の
中
に
は
、
戦
後
、
西
郷
軍
に
協
力
し
た

罪
を
問
わ
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。

　
西
南
戦
争
の
終
結
後
、
戦
没
者
の
慰
霊

の
た
め
、
各
地
で
招
魂
塚
が
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
前
田
町
に
は
、
勝
海
舟
の
詩
が
刻

ま
れ
た
詩
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

Ｐ
31
「
ぼ
ん
ち
く
ん
と
歴
史
探
訪
」
に

も
掲
載

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

　
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

郷ご

ど
ん
」
の
放
送
に
よ
り
注
目
が
集
ま
る
西
郷
隆
盛
。
西
郷
が
明
治
10

年
（
１
８
７
７
）
に
起
こ
し
た
西
南
戦
争
で
は
、
都
城
も
戦
場
と
な
り
、
都
城
の
人
々
も
多

く
出
兵
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、展
示
資
料
を
元
に
、西
南
戦
争
と
都
城
の
関
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

�
◎
問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
　
☎
23-

９
５
４
７

西
南
戦
争

国
内
最
後
の
内
戦「
西
南
戦
争
」

都
城
で
の
戦
況

各
地
に
残
る
招し

ょ
う

魂こ
ん

塚づ
か

③山形の施設に収監された
　人の日記「山形流

る

謫
たく

日誌」

銃弾痕が残る墓石（高崎町谷川）

①西南戦争錦絵「都城軍議之図」 ※①〜③は、都城歴史資料館所蔵

政
府
軍
と
西
郷
軍
で
相
対
し
た

都
城
の
人
々

　
官
職
を
辞
し
て
鹿
児
島
へ
戻
っ
た
西
郷

は
、
明
治
７
年
に
私
学
校
を
創
設
。
政
府

に
対
す
る
士
族
ら
の
不
平
不
満
が
募
る

中
、
鹿
児
島
で
も
私
学
校
の
生
徒
ら
と
政

府
の
対
立
が
深
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

明
治
10
年
２
月
15
日
に
西
郷
が
挙
兵
し
、

国
内
最
後
の
内
乱
と
い
わ
れ
る
西
南
戦
争

が
起
こ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
西
郷
軍
は

政
府
軍
の
反
撃
を
受
け
敗
退
。９
月
24
日
、

西
郷
は
自
害

し
、
西
南
戦

争
が
終
わ
り

ま
し
た
。

②西南戦争を
　描いた絵草子
　「鹿児島戦記」
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11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

虐
待
の
サ
イ
ン

子
ど
も
の
様
子

不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る
、
い
つ
も
不

潔
に
し
て
い
る
、
周
り
と
の
人
間
関
係
を

築
け
ず
孤
立
し
て
い
る
、
お
び
え
て
家
に

帰
り
た
が
ら
な
い

保
護
者
の
様
子

子
ど
も
を
置
い
て
外
出
す
る
、
衣
食
住
の

世
話
を
し
な
い
、
親
族
や
地
域
社
会
と
の

交
流
が
な
い

悩
ま
な
い
で
、ま
ず
は
相
談

　
自
分
の
子
育
て
が
「
虐
待
か
も
」
と
不

安
を
感
じ
る
こ
と
や
悩
み
が
あ
る
場
合

は
、
専
門
機
関
に
相
談
く
だ
さ
い
。
話
を

す
る
こ
と
で
、
心
が
軽
く
な
っ
た
り
解
決

の
糸
口
を
見
つ
け
た
り
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
身
近
に
い
る
子
ど
も
が
「
虐
待

を
受
け
て
い
る
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、
通

報
く
だ
さ
い
。
匿
名
の
通
報
も
受
け
付

け
、
通
報
に
責
任
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
相
談
窓
口
は
Ｐ
28
に
掲
載

児
童
虐
待
と
は

　
子
ど
も
に
、
意
図

的
に
身
体
的
・
精

神
的
苦
痛
を

与
え
る
行
為

は
も
ち
ろ
ん
、

「
し
つ
け
」と
称

し
て
体
や
心
を
傷

つ
け
る
行
為
も
児
童
虐
待
で
す
。

◉
虐
待
の
分
類

身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
戸
外
に
閉
め
出
す

心
理
的
虐
待

言
葉
で
脅
す
、
兄
弟
・
姉
妹
間
で
差
別
す

る
、
無
視
す
る
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家

族
に
対
し
て
暴
力
を
振
る
う

ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）

食
事
を
与
え
な
い
、
家
に
閉
じ
込
め
る
、

病
院
で
受
診
さ
せ
な
い

性
的
虐
待

性
的
関
係
を
強
要
す
る

11
月
12
日
㈪
～
25
日
㈰
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

（
無
料
）

◉
日
時
　
11
月
12
日
㈪
　
10
時
～

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
怒
り
の
感
情
を
制
御
す
る

「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
つ

い
て
、
精
神
科
認
定
看
護
師
で
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
元

英
之
さ
ん
が
講
演
し
ま
す

◉
定
員
　
１
０
０
人
　
※
要
申
し
込
み

◉
申
し
込
み
期
限
　
11
月
８
日
㈭

悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
相
談

　
市
で
は
、
Ｄ
Ｖ
や
人
間
関
係
な
ど
の
悩

み
・
苦
し
み
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
窓
口
は
Ｐ
28
に
掲
載

本
市
の
現
状

　
平
成
29
年
度
の
女
性
総
合
相
談
件
数
は

９
６
１
件
。
夫
婦
や
恋
人
な
ど
「
パ
ー
ト

ナ
ー
間
の
問
題
」
の
相
談
が
３
８
９
件
と

最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
、
１
２
８
件
が
Ｄ

Ｖ
の
相
談
で
し
た
。

心
も
傷
つ
け
る
Ｄ
Ｖ

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密

な
関
係
に
あ
る
、
ま
た
は
あ
っ
た
人
か
ら

振
る
わ
れ
る
暴
力
で
す
。
身
体
的
な
暴
力

だ
け
で
な
く
、
精
神
的
・
経
済
的
暴
力
な

ど
も
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み
合

っ
て
被
害
者
の
心
と
体
を
傷
つ
け
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
被
害
者
は
「
逃
げ
た
ら
家
族

に
も
危
険
が
及
ぶ
か
も
」「
自
分
さ
え
我

慢
す
れ
ば
」
と
い
う
恐
怖
感
や
思
い
込
み

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
暴
力
か
ら
逃

げ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
や
性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、
女
性
に
限
ら
ず

全
て
の
暴
力
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
だ
け
で
な
く
犯
罪
で
す
。

�

◎
問
い
合
わ
せ
　
都
城
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
　
☎
23-

７
１
５
７

　
平
成
29
年
度
、
本
市
の
児
童
虐
待
に
関
す
る
通
報
や
相
談
件
数
は
26
件
で
し
た
。
ま
た
、

全
国
で
は
13
万
件
を
超
え
、
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
今
も
な
お
、
虐
待
に
よ
り
子
ど
も

の
命
が
奪
わ
れ
る
事
件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き

重
要
な
課
題
で
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
課
　
☎
23-

２
６
８
４

児
童・女
性
へ
の
虐
待・暴
力
を
な
く
そ
う
！
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主
な
設
備

◉
多
目
的
ホ
ー
ル
（
多
目
的
室
）

　
多
人
数
の
会
議
や
式
典
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
会
場
と
し
て
使
用
が
可
能
。
ま
た
、
間

仕
切
り
で
３
室
に
分
割
で
き
、
少
人
数
の

サ
ー
ク
ル
活
動
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

◉
小
会
議
室
、
中
会
議
室

　
間
仕
切
り
を
格
納
す
る
こ
と
で
、
２
部

屋
を
合
わ
せ
た
大
会
議
室
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

◉
調
理
室

　
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
備
え
た
調
理
台
を
４
台

設
置
。調
理
教
室
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

◉
た
ま
り
場
エ
リ
ア

　
図
書
コ
ー
ナ
ー
や
授
乳
室
を
備
え
、
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
や
休
憩
の
場
と
し
て

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

◉
そ
の
他

　
和
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
相
談
室
な
ど
。

　
平
屋
造
り
で
全
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
祝

吉
地
区
公
民
館
。
多
目
的
ホ
ー
ル
や
会
議

室
、
た
ま
り
場
エ
リ
ア
な
ど
を
備
え
て
い

て
、
今
後
、
同
地
区
の
社
会
教
育
、
生
涯

学
習
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、調
理
室
や
シ
ャ
ワ
ー
室
も
あ
り
、

防
災
施
設
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。

施
設
概
要

◉
所
在
地
　
郡
元
一
丁
目
１
番
地
４

◉
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建
て

◉
延
床
面
積
　
１
、０
５
３
平
方
㍍

◉
事
業
費
　
約
７
億
２
、５
７
０
万
円

◉
財
源

［
合
併
特
例
債
］
約
６
億
８
、３
２
０
万
円

［
一
般
財
源
］
約
４
、２
５
０
万
円

　10月８日、祝吉地区公民館の落成
式を開催しました。
　式では、いなり認定こども園の園児
らによるマーチング披露やテープカッ
トが行われ、会場に集まった地区住民
ら約200人が、同館の完成を祝いまし
た。
　池田市長は「地域の核となる施設が
完成し、うれしい。地域活動がさらに
活発になってほしい」と期待を込めて
いました。

祝吉地区公民館が完成！

　平成29年６月から建設工事を進めていた祝吉地区公民館
（建物と東側駐車場）が完成しました。今回は、施設の概要
や利用方法などを紹介します。

◎問い合わせ　生涯学習課　☎23-9545

トピックス

広々とした「たまり場
エリア」
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11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

虐
待
の
サ
イ
ン

子
ど
も
の
様
子

不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る
、
い
つ
も
不

潔
に
し
て
い
る
、
周
り
と
の
人
間
関
係
を

築
け
ず
孤
立
し
て
い
る
、
お
び
え
て
家
に

帰
り
た
が
ら
な
い

保
護
者
の
様
子

子
ど
も
を
置
い
て
外
出
す
る
、
衣
食
住
の

世
話
を
し
な
い
、
親
族
や
地
域
社
会
と
の

交
流
が
な
い

悩
ま
な
い
で
、ま
ず
は
相
談

　
自
分
の
子
育
て
が
「
虐
待
か
も
」
と
不

安
を
感
じ
る
こ
と
や
悩
み
が
あ
る
場
合

は
、
専
門
機
関
に
相
談
く
だ
さ
い
。
話
を

す
る
こ
と
で
、
心
が
軽
く
な
っ
た
り
解
決

の
糸
口
を
見
つ
け
た
り
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
身
近
に
い
る
子
ど
も
が
「
虐
待

を
受
け
て
い
る
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、
通

報
く
だ
さ
い
。
匿
名
の
通
報
も
受
け
付

け
、
通
報
に
責
任
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
相
談
窓
口
は
Ｐ
28
に
掲
載

児
童
虐
待
と
は

　
子
ど
も
に
、
意
図

的
に
身
体
的
・
精

神
的
苦
痛
を

与
え
る
行
為

は
も
ち
ろ
ん
、

「
し
つ
け
」と
称

し
て
体
や
心
を
傷

つ
け
る
行
為
も
児
童
虐
待
で
す
。

◉
虐
待
の
分
類

身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
戸
外
に
閉
め
出
す

心
理
的
虐
待

言
葉
で
脅
す
、
兄
弟
・
姉
妹
間
で
差
別
す

る
、
無
視
す
る
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家

族
に
対
し
て
暴
力
を
振
る
う

ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）

食
事
を
与
え
な
い
、
家
に
閉
じ
込
め
る
、

病
院
で
受
診
さ
せ
な
い

性
的
虐
待

性
的
関
係
を
強
要
す
る

11
月
12
日
㈪
～
25
日
㈰
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

（
無
料
）

◉
日
時
　
11
月
12
日
㈪
　
10
時
～

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
怒
り
の
感
情
を
制
御
す
る

「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
つ

い
て
、
精
神
科
認
定
看
護
師
で
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
元

英
之
さ
ん
が
講
演
し
ま
す

◉
定
員
　
１
０
０
人
　
※
要
申
し
込
み

◉
申
し
込
み
期
限
　
11
月
８
日
㈭

悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
相
談

　
市
で
は
、
Ｄ
Ｖ
や
人
間
関
係
な
ど
の
悩

み
・
苦
し
み
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
窓
口
は
Ｐ
28
に
掲
載

本
市
の
現
状

　
平
成
29
年
度
の
女
性
総
合
相
談
件
数
は

９
６
１
件
。
夫
婦
や
恋
人
な
ど
「
パ
ー
ト

ナ
ー
間
の
問
題
」
の
相
談
が
３
８
９
件
と

最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
、
１
２
８
件
が
Ｄ

Ｖ
の
相
談
で
し
た
。

心
も
傷
つ
け
る
Ｄ
Ｖ

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密

な
関
係
に
あ
る
、
ま
た
は
あ
っ
た
人
か
ら

振
る
わ
れ
る
暴
力
で
す
。
身
体
的
な
暴
力

だ
け
で
な
く
、
精
神
的
・
経
済
的
暴
力
な

ど
も
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み
合

っ
て
被
害
者
の
心
と
体
を
傷
つ
け
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
被
害
者
は
「
逃
げ
た
ら
家
族

に
も
危
険
が
及
ぶ
か
も
」「
自
分
さ
え
我

慢
す
れ
ば
」
と
い
う
恐
怖
感
や
思
い
込
み

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
暴
力
か
ら
逃

げ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
や
性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、
女
性
に
限
ら
ず

全
て
の
暴
力
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
だ
け
で
な
く
犯
罪
で
す
。

�

◎
問
い
合
わ
せ
　
都
城
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
　
☎
23-

７
１
５
７

　
平
成
29
年
度
、
本
市
の
児
童
虐
待
に
関
す
る
通
報
や
相
談
件
数
は
26
件
で
し
た
。
ま
た
、

全
国
で
は
13
万
件
を
超
え
、
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
今
も
な
お
、
虐
待
に
よ
り
子
ど
も

の
命
が
奪
わ
れ
る
事
件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き

重
要
な
課
題
で
す
。�
◎
問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
課
　
☎
23-

２
６
８
４

児
童・女
性
へ
の
虐
待・暴
力
を
な
く
そ
う
！
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ふ
る
さ
と
の
伝
統
と
誇
り
を
守
り
伝
え
る

11
月
９
日
㈮
〜
15
日
㈭
は「
秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
」

「
民
俗
芸
能
」を
後
世
へ

　
市
で
は
、
郷
土
の
誇
り
で
あ
る
民
俗
芸

能
を
後
世
に
伝
え
る「
都
城
民
俗
芸
能
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

☎
23-

２
１
３
２

地
域
の
宝
を
受
け
継
ぐ
活
動

　
市
内
の
各
地
域
で
は
、

多
く
の
民
俗
芸
能
が
大

切
に
守
り
、
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
民
俗
芸
能

は
、
後
継
者
不
足
な
ど

の
問
題
か
ら
途
絶
え
る
地
域
が
あ
る
一
方

で
、
高
齢
者
の
記
憶
や
残
さ
れ
た
文
献
な

ど
か
ら
復
活
し
た
地
域
も
あ
り
、
平
成
30

年
度
は
、
67
の
保
存
会
が
都
城
市
民
俗
芸

能
保
存
連
合
会
に
加
盟
。
伝
承
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
都
城
民
俗
芸
能
祭
で
は
、
菓
子

野
小
学
校
の
児
童
ら
が
「
今
屋
俵
踊
」
を

披
露
。
ま
た
、
日
南
市
の
民
俗
芸
能
保
存

会
が
「
山や

ま

宮み
や

神
楽
」
を
披
露
す
る
な
ど
、

世
代
間
・
地
域
間
の
文
化
交
流
を
行
い
ま

す
。
市
内
各
地
域
の
民
俗
芸
能
に
触
れ
る

ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
観
覧
く

だ
さ
い
。

第
12
回
都
城
民
俗
芸
能
祭（
無
料
）

●
日
時
　
12
月
２
日
㈰
　
13
時
開
演

●
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル 

●
演
目
　
下
長
飯
手
拍
子
踊
（
下
長
飯

町
）、
下
水
流
ベ
ブ
踊
（
下
水
流
町
）、
太

郎
坊
奴
踊
（
太
郎
坊
町
）、
大
井
手
棒
踊

り
（
高
城
町
大
井
手
）、
的ま

と

野の

正し
ょ
う

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

神
楽
舞
（
山
之
口
町
富
吉
）
な
ど

※ 

座
席
指
定
券
を
11
月
12
日
㈪
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
、
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
配
布

（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

●
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

当
日
、
民
俗
芸
能
が
テ
ー
マ
の
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
投
票
と
結
果
発
表
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

火
災
予
防
の
合
言
葉�「
忘
れ
て
な
い
？

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
」

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
き
や
す
い

季
節
を
迎
え
ま
す
。
火
災
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
火
の
元
や
火
の
取
り
扱
い
、
就
寝

前
・
外
出
時
の
火
の
始
末
の
確
認
を
徹
底

し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
住
警
器
）
の

設
置
や
点
検
を
行
う
な
ど
、
火
の
用
心
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
　

消
防
局
総
務
課
　
☎
22-

８
８
８
２

火
災
発
生
の
状
況

　
平
成
30
年
の
消
防
局
管
内
の
火
災
発
生

件
数
は
、
９
月
末
時
点
で
56
件
と
な
っ
て

い
て
、
２
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
主
な
出
火
原
因
は
た
き
火
（
18
件
）、

こ
ん
ろ
（
６
件
、
う
ち
天
ぷ
ら
鍋
４
件
）、

配
線
器
具
の
シ
ョ
ー
ト
や
劣
化
（
３
件
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
予
防
の「
３
つ
の
心
得
」

　
消
防
局
は
、
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
３
つ

の
心
得
を
啓
発
し
て
い
ま
す
。

一
、
不
用
意
な
火
入
れ
や
た
き
火
に
注
意

　
風
が
強
い
と
き
、軒
先
で
の
た
き
火
は
、

飛
び
火
な
ど
で
、
思
い
も
よ
ら
ず
延
焼
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
大
変
危
険
で
す
。

二
、
寝
た
ば
こ
防
止

　
毎
年
全
国
的
に
、
多
く
の
人
が
寝
た
ば

こ
に
よ
り
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

三
、
住
警
器
の
設
置
と
点
検

　
延
焼
を
未
然
に
防
ぐ
住
警
器
は
、
寝
室

に
加
え
て
、
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場

合
は
、
階
段
の
上
部
に
も
設
置
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
事
業

　
住
警
器
を
新
た
に
設
置
、
ま
た
は
、
設

置
か
ら
10
年
が
経
過
し
交
換
が
必
要
な
場

合
は
、
安
心
ク
ー
ポ
ン

券
（
１
個
当
た
り
５
０

０
円
割
引
）
を
活
用
し

て
、
住
警
器
を
設
置
く

だ
さ
い
。

飲
食
店
事
業
主
は
消
火
器
の
準
備
を
！

　
２
０
１
９
年
10
月
１
日
か
ら
、
火
を
使

用
す
る
設
備
ま
た
は
器
具
を
設
け
た
延
べ

床
面
積
１
５
０
平
方
㍍
未
満
の
飲
食
店

も
、
消
火
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
初
期
消
火
の
重
要
性
を
理
解
し
、
消

火
器
を
設
置
く
だ
さ
い
。

問
　
消
防
局
予
防
課
　
☎
22-

８
８
８
４

下長飯手拍子踊
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小・中学校で育む国際感覚
楽しみながら触れる英語

with ALT
　市内の小学校の外国語活動や、中学校の英語科の授業では、外国
語指導助手（ALT）と子どもたちが生き生きと交流する姿が見られま
す。今回は、ALTの活動について紹介します。

◎問い合わせ　学校教育課　☎23-9544

㊧コノリー・アレクサンダーさん（オーストラリア出身）
㊥ミョウコウ・クリストファーさん（アメリカ出身）
㊨シムウェル・ジェームスさん（イギリス出身）

㊧キング・アレキサンダーさん（オーストラリア出身）
㊨ペレス・へスースさん（アメリカ出身）

に
習
う
の
は
緊
張
す
る
け
ど
楽
し
い
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
が
近
い
の
で
、
外
国
の
人
と
英
語
を

話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
。

思
い
や
考
え
を
伝
え
る
英
語
指
導

　
中
学
校
の
授
業
で
は
、
小
学
校
で
触
れ

た
英
語
を
基
礎
と
し
て
、
日
常
生
活
で
使

え
る
表
現
や
文
法
を
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
一
緒
に
学

び
ま
す
。

　
ま
た
、
英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会
に
出
場

す
る
生
徒
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
か
ら
英
作
文
や
発

表
の
指
導
を
受
け
ま
す
。
こ
の
他
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
は
、
英
語
検
定
の
面
接
指
導
や
英
会
話

な
ど
、
よ
り
実
用
的
な
「
生
き
た
英
語
表

現
」
を
指
導
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
現
在
、
16
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
市

内
の
小
・
中
学
校
で
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
を
深
め
な
が
ら
、
英
語
指
導
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

「
生
き
た
辞
書
」Ａ
Ｌ
Ｔ

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、母
国
語
や
公
用
語
が
英
語
、

ま
た
は
英
語
の
現
代
の
標
準
的
な
発
音
や

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
身
に
付
け
、
語
学

指
導
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
で
す
。
子
ど
も

た
ち
に
「
生
の
英
語
」
を
体
感
さ
せ
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
で
、
出
身
国
の
生
活
習
慣
や
文
化

の
話
を
し
た
り
、
休
み
時
間
や
給
食
の
時

間
に
食
文
化
や
家
族
の
話
を
し
た
り
し
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
国
際
感
覚

の
醸
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ク
イ
ズ
や
音
楽
で
楽
し
む
英
語

　
小
学
校
の
授
業
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
一
緒

に
英
語
の
歌
を
歌
っ
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
英
単
語
を
発
音
し
た
り
し
な
が

ら
、
英
語
を
楽
し
く
学
習
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
簡
単
な
英
語
表
現
を
使
っ
て
、
互

い
に
質
問
し
た
り
答
え
た
り
し
な
が
ら
、

自
然
と「
生
の
英
語
」に
触
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
身
近
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
身
に

付
く
よ
う
、
児
童
の
英
語
に
よ
る
表
現
能

力
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
授
業
を
受
け
た
椎
葉
祐ゆ

う

悟ご

さ

ん
（
山
田
小
３
年
）
は
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生

　学校での授業や交流を通し
て、海外への興味や、英語が伝
わる自信を持ってほしいです。
美しい都城市で育った子どもた
ちと、一緒に英語を勉強できる
ことに喜びを感じています。
　英語を使ったさまざまな活動
を一緒に楽しみましょう！

ALTから子どもたちへ
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ふ
る
さ
と
の
伝
統
と
誇
り
を
守
り
伝
え
る

11
月
９
日
㈮
〜
15
日
㈭
は「
秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
」

「
民
俗
芸
能
」を
後
世
へ

　
市
で
は
、
郷
土
の
誇
り
で
あ
る
民
俗
芸

能
を
後
世
に
伝
え
る「
都
城
民
俗
芸
能
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

☎
23-

２
１
３
２

地
域
の
宝
を
受
け
継
ぐ
活
動

　
市
内
の
各
地
域
で
は
、

多
く
の
民
俗
芸
能
が
大

切
に
守
り
、
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
民
俗
芸
能

は
、
後
継
者
不
足
な
ど

の
問
題
か
ら
途
絶
え
る
地
域
が
あ
る
一
方

で
、
高
齢
者
の
記
憶
や
残
さ
れ
た
文
献
な

ど
か
ら
復
活
し
た
地
域
も
あ
り
、
平
成
30

年
度
は
、
67
の
保
存
会
が
都
城
市
民
俗
芸

能
保
存
連
合
会
に
加
盟
。
伝
承
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
都
城
民
俗
芸
能
祭
で
は
、
菓
子

野
小
学
校
の
児
童
ら
が
「
今
屋
俵
踊
」
を

披
露
。
ま
た
、
日
南
市
の
民
俗
芸
能
保
存

会
が
「
山や

ま

宮み
や

神
楽
」
を
披
露
す
る
な
ど
、

世
代
間
・
地
域
間
の
文
化
交
流
を
行
い
ま

す
。
市
内
各
地
域
の
民
俗
芸
能
に
触
れ
る

ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
観
覧
く

だ
さ
い
。

第
12
回
都
城
民
俗
芸
能
祭（
無
料
）

●
日
時
　
12
月
２
日
㈰
　
13
時
開
演

●
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル 

●
演
目
　
下
長
飯
手
拍
子
踊
（
下
長
飯

町
）、
下
水
流
ベ
ブ
踊
（
下
水
流
町
）、
太

郎
坊
奴
踊
（
太
郎
坊
町
）、
大
井
手
棒
踊

り
（
高
城
町
大
井
手
）、
的ま

と

野の

正し
ょ
う

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

神
楽
舞
（
山
之
口
町
富
吉
）
な
ど

※ 
座
席
指
定
券
を
11
月
12
日
㈪
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
、
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
配
布

（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

●
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

当
日
、
民
俗
芸
能
が
テ
ー
マ
の
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
投
票
と
結
果
発
表
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

火
災
予
防
の
合
言
葉�「
忘
れ
て
な
い
？

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
」

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
き
や
す
い

季
節
を
迎
え
ま
す
。
火
災
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
火
の
元
や
火
の
取
り
扱
い
、
就
寝

前
・
外
出
時
の
火
の
始
末
の
確
認
を
徹
底

し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
住
警
器
）
の

設
置
や
点
検
を
行
う
な
ど
、
火
の
用
心
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
　

消
防
局
総
務
課
　
☎
22-

８
８
８
２

火
災
発
生
の
状
況

　
平
成
30
年
の
消
防
局
管
内
の
火
災
発
生

件
数
は
、
９
月
末
時
点
で
56
件
と
な
っ
て

い
て
、
２
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
主
な
出
火
原
因
は
た
き
火
（
18
件
）、

こ
ん
ろ
（
６
件
、
う
ち
天
ぷ
ら
鍋
４
件
）、

配
線
器
具
の
シ
ョ
ー
ト
や
劣
化
（
３
件
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
予
防
の「
３
つ
の
心
得
」

　
消
防
局
は
、
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
３
つ

の
心
得
を
啓
発
し
て
い
ま
す
。

一
、
不
用
意
な
火
入
れ
や
た
き
火
に
注
意

　
風
が
強
い
と
き
、軒
先
で
の
た
き
火
は
、

飛
び
火
な
ど
で
、
思
い
も
よ
ら
ず
延
焼
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
大
変
危
険
で
す
。

二
、
寝
た
ば
こ
防
止

　
毎
年
全
国
的
に
、
多
く
の
人
が
寝
た
ば

こ
に
よ
り
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

三
、
住
警
器
の
設
置
と
点
検

　
延
焼
を
未
然
に
防
ぐ
住
警
器
は
、
寝
室

に
加
え
て
、
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場

合
は
、
階
段
の
上
部
に
も
設
置
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
事
業

　
住
警
器
を
新
た
に
設
置
、
ま
た
は
、
設

置
か
ら
10
年
が
経
過
し
交
換
が
必
要
な
場

合
は
、
安
心
ク
ー
ポ
ン

券
（
１
個
当
た
り
５
０

０
円
割
引
）
を
活
用
し

て
、
住
警
器
を
設
置
く

だ
さ
い
。

飲
食
店
事
業
主
は
消
火
器
の
準
備
を
！

　
２
０
１
９
年
10
月
１
日
か
ら
、
火
を
使

用
す
る
設
備
ま
た
は
器
具
を
設
け
た
延
べ

床
面
積
１
５
０
平
方
㍍
未
満
の
飲
食
店

も
、
消
火
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
初
期
消
火
の
重
要
性
を
理
解
し
、
消

火
器
を
設
置
く
だ
さ
い
。

問
　
消
防
局
予
防
課
　
☎
22-

８
８
８
４

下長飯手拍子踊
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音楽療法士として勤務

　
７
月
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ

た
全
日
本
津
軽
三
味
線
競
技
会
名
古
屋
大

会
で
、
石
角
怜
那
さ
ん
が
一
般
女
性
部
門

で
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

　
一
般
女
性
部
門
に
は
、
全
国
か
ら
22
人

が
本
選
に
出
場
。
石
角
さ
ん
は
「
津
軽
じ

ょ
ん
が
ら
節
」
を
演
奏
し
、
見
事
優
勝
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。「
練
習
し
て
き
た
こ

と
を
意
識
し
、自
分
を
信
じ
て
い
た
の
で
、

特
に
不
安
や
緊
張
も
な
く
演
奏
で
き
た
」

と
大
会
を
振
り
返
る
石
角
さ
ん
。「
４
回

目
の
挑
戦
で
よ
う
や
く
優
勝
で
き
た
。
次

の
大
会
か
ら
上
の
ク
ラ
ス
に
出
場
す
る
の

で
き
、
音
楽
療
法
士
と
し
て
や
り
が
い
を

感
じ
る
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
津
軽
三
味
線
・
津
軽
民
謡
全
国
大
会 

in
倉
敷
で
も
、
日
本
一
の
部
で
準
優
勝
に

輝
い
た
石
角
さ
ん
。「
現
状
に
満
足
せ
ず
、

津
軽
三
味
線
の
本
場
青
森
の
大
会
で
優
勝

を
目
指
し
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。
12
月
15
日
㈯
の
都
城
興こ

だ
ま玉

神
社
夜

神
楽
大
祭
で
も
演
奏
予
定
で
す
。

全日本津軽三味線競技会名古屋大会
一般女性部門優勝
津軽三味線・津軽民謡全国大会 in 倉敷
日本一の部　準優勝

（名取　石井 秀
しゅう

英
え い

）

石
い し か ど

角　怜
れ な

那さん

で
、
よ
り
一
層
努
力
し
た
い
」
と
向
上
心

を
燃
や
し
ま
す
。

 

　
広
島
県
で
生
ま
れ
育
っ
た
石
角
さ
ん

は
、
祖
母
の
影
響
で
６
歳
か
ら
民
謡
を
習

い
始
め
ま
し
た
。
８
歳
で
津
軽
三
味
線
に

出
会
い
、
津
軽
三
味
線
石
井
流
家
元
の
石

井
秀し

ゅ
う
げ
ん弦

さ
ん
に
習
う
た
め
、
宮
崎
の
大
学

に
進
学
。
現
在
は
都
城
で
就
職
し
、
師
匠

石
井
さ
ん
の
下
で
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
津
軽
三
味
線
の
魅
力
を
「
音
を
創
作
し
、

自
分
の
気
持
ち
を
入
れ
た
演
奏
が
で
き
る
。

同
じ
曲
で
も
弾
く
人
に
よ
っ
て
音
色
が
違

い
、
面
白
い
」
と
話
す
石
角
さ
ん
。
津
軽

ら
し
さ
や
曲
の
背
景
を
勉
強
し
、
そ
の
情

景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
日
々
練
習
を
重

ね
て
い
ま
す
。
石
井
さ
ん
は
石
角
さ
ん
に

つ
い
て
「
熱
心
で
努
力
家
。
三
味
線
を
第

一
に
考
え
、
確
実
に
力
を
付
け
て
い
る
」

と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　
普
段
は
、
㈱
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

で
音
楽
療
法
士
と
し
て
働
く
石
角
さ
ん
。

音
楽
療
法
士
と
は
、
音
楽
の
持
つ
力
を
生

か
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
生
活
の
質
の

向
上
を
図
る
仕
事
で
、
石
角
さ
ん
は
高
齢

者
施
設
で
、
演
奏
会
を
行
っ
た
り
、
高
齢

者
と
民
謡
を
歌
い
、
楽
器
を
演
奏
し
た
り

し
て
心
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
三

味
線
が
身
近
に
あ
っ
た
人
も
い
て
、
演
奏

す
る
と
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
く
れ
る
。
音

楽
で
、
言
葉
や
感
情
を
引
き
出
す
こ
と
が
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心
を
癒
や
す
音
を
奏
で
る
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音楽療法士として勤務

　
７
月
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ

た
全
日
本
津
軽
三
味
線
競
技
会
名
古
屋
大

会
で
、
石
角
怜
那
さ
ん
が
一
般
女
性
部
門

で
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

　
一
般
女
性
部
門
に
は
、
全
国
か
ら
22
人

が
本
選
に
出
場
。
石
角
さ
ん
は
「
津
軽
じ

ょ
ん
が
ら
節
」
を
演
奏
し
、
見
事
優
勝
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。「
練
習
し
て
き
た
こ

と
を
意
識
し
、自
分
を
信
じ
て
い
た
の
で
、

特
に
不
安
や
緊
張
も
な
く
演
奏
で
き
た
」

と
大
会
を
振
り
返
る
石
角
さ
ん
。「
４
回

目
の
挑
戦
で
よ
う
や
く
優
勝
で
き
た
。
次

の
大
会
か
ら
上
の
ク
ラ
ス
に
出
場
す
る
の

で
き
、
音
楽
療
法
士
と
し
て
や
り
が
い
を

感
じ
る
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
津
軽
三
味
線
・
津
軽
民
謡
全
国
大
会 

in
倉
敷
で
も
、
日
本
一
の
部
で
準
優
勝
に

輝
い
た
石
角
さ
ん
。「
現
状
に
満
足
せ
ず
、

津
軽
三
味
線
の
本
場
青
森
の
大
会
で
優
勝

を
目
指
し
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。
12
月
15
日
㈯
の
都
城
興こ

だ
ま玉

神
社
夜

神
楽
大
祭
で
も
演
奏
予
定
で
す
。

全日本津軽三味線競技会名古屋大会
一般女性部門優勝
津軽三味線・津軽民謡全国大会 in 倉敷
日本一の部　準優勝

（名取　石井 秀
しゅう

英
え い

）

石
い し か ど

角　怜
れ な

那さん

で
、
よ
り
一
層
努
力
し
た
い
」
と
向
上
心

を
燃
や
し
ま
す
。

 

　
広
島
県
で
生
ま
れ
育
っ
た
石
角
さ
ん

は
、
祖
母
の
影
響
で
６
歳
か
ら
民
謡
を
習

い
始
め
ま
し
た
。
８
歳
で
津
軽
三
味
線
に

出
会
い
、
津
軽
三
味
線
石
井
流
家
元
の
石

井
秀し

ゅ
う
げ
ん弦
さ
ん
に
習
う
た
め
、
宮
崎
の
大
学

に
進
学
。
現
在
は
都
城
で
就
職
し
、
師
匠

石
井
さ
ん
の
下
で
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
津
軽
三
味
線
の
魅
力
を
「
音
を
創
作
し
、

自
分
の
気
持
ち
を
入
れ
た
演
奏
が
で
き
る
。

同
じ
曲
で
も
弾
く
人
に
よ
っ
て
音
色
が
違

い
、
面
白
い
」
と
話
す
石
角
さ
ん
。
津
軽

ら
し
さ
や
曲
の
背
景
を
勉
強
し
、
そ
の
情

景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
日
々
練
習
を
重

ね
て
い
ま
す
。
石
井
さ
ん
は
石
角
さ
ん
に

つ
い
て
「
熱
心
で
努
力
家
。
三
味
線
を
第

一
に
考
え
、
確
実
に
力
を
付
け
て
い
る
」

と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　
普
段
は
、
㈱
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

で
音
楽
療
法
士
と
し
て
働
く
石
角
さ
ん
。

音
楽
療
法
士
と
は
、
音
楽
の
持
つ
力
を
生

か
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
生
活
の
質
の

向
上
を
図
る
仕
事
で
、
石
角
さ
ん
は
高
齢

者
施
設
で
、
演
奏
会
を
行
っ
た
り
、
高
齢

者
と
民
謡
を
歌
い
、
楽
器
を
演
奏
し
た
り

し
て
心
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
三

味
線
が
身
近
に
あ
っ
た
人
も
い
て
、
演
奏

す
る
と
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
く
れ
る
。
音

楽
で
、
言
葉
や
感
情
を
引
き
出
す
こ
と
が
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

毎月第３日曜日は「家庭の日」

第
30
回
記
念
都
城
市
民
登
山
大
会

霧
島
高
千
穂
峰
登
山

◉
日
時
　
11
月
11
日
㈰
　
６
時
30
分
～

◉
集
合
場
所
　
御
池
小
学
校

◉
費
用
　
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

◉
そ
の
他
　
雨
天
中
止
。
登
山
の
で
き
る

服
装
で
、
昼
食
や
飲
み
物
な
ど
を
持
参

申
問
　
都
城
山
岳
会
（
野
町
）

　
　
　
☎
０
７
０-

６
５
９
２-

０
１
８
２

九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の

一般
公
開（
無
料
）

◉
日
時
　
11
月
17
日
㈯
　
９
時
30
分
～
14

時
30
分

◉
場
所
　
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

（
横
市
町
）

◉
内
容
　
肥
料
に
つ
い
て
の
講
演
会
や
焼

き
芋
の
試
食
、
芋
掘
り
体
験
（
小
学
生
以

下
）、
染
め
物
実
験
の
体
験
な
ど

問
　
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
24-

４
２
７
０

都
城
ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

２
０
１
８

◉
点
灯
期
間
　
11
月
17
日
㈯
～
平
成
31
年

１
月
14
日
㈪
　
17
時
～
22
時

※
11
月
17
日
㈯
の
み
　
18
時
～
22
時

◉
点
灯
場
所
　M

ま

る

ま

る

allm
all

、
ウ
エ
ル
ネ
ス

交
流
プ
ラ
ザ
、
各
商
店
街
な
ど

【
点
灯
式
】

◉
日
時
　
11
月
17
日
㈯
　
17
時
50
分
～

◉
場
所
　
ま
ち
な
か
広
場（M

allm
all

内
）

問
　
ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
務

局
（
商
工
政
策
課
内
）　
☎
23-

２
９
８
３

も
み
じ
狩
り
ハ
イ
キ
ン
グ（
５・８
㌔
）

◉
日
時
　
11
月
18
日
㈰
　
８
時
30
分
～

◉
集
合
場
所
　
青
井
岳
温
泉
入
口
広
場

◉
行
程
　
大
か
や
の
木
→
天
神
ダ
ム

◉
定
員
　
60
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用
　
中
学
生
以
上
１
、５
０
０
円
、

小
学
生
千
円
（
抽
選
券
・
昼
食
代
含
む
）

申
問
　
11
月
15
日
㈭
ま
で
に
青
井
岳
の
森

ふ
れ
あ
い
交
流
実
行
委
員
会
（
水つ

流る

）

☎
０
９
０-

５
３
８
２-

９
６
７
０

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ「
山
之
口
」

◉
日
時
　
12
月
２
日
㈰
　

　
　
　
　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

◉
場
所
　
山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

山
之
口
地
区
公
民
館

◉
内
容
　
歌
手
東あ

ず
ま

亜
樹
歌
謡
シ
ョ
ー
（
無

料
）、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験

（
先
着
20
人
）、
野の

だ
て点
コ
ー
ナ
ー
（
先
着
１

０
０
人
）、
大
抽
選
会
な
ど

問
　
山
之
口
地
域
振
興
課
　

　
　
☎
57-

３
１
１
６

総
合
文
化
ホ
ー
ル
自
主
事
業

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ「
11
ぴ
き
の

ね
こ
と
へ
ん
な
ね
こ
」

　
馬
場
の
ぼ
る
の
名
作
絵
本
「
11
ぴ
き
の

ね
こ
」
シ
リ
ー
ズ
が
原
作
の
人
形
劇
。
ユ

ー
モ
ア
と
愛
情
あ
ふ
れ
る
11
匹
の
猫
の
話

を
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◉
日
時
　
12
月
22
日
㈯
　
14
時
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
料
金
　�

一
般
２
、５
０
０
円
、

�

　
　
　
　
高
校
生
以
下
千
円

申
問
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
☎
23-

７
１
４
０

この他、さまざまな行事を開催して
います。詳しくは、子育て支援セン
ターのホームページで確認ください。

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）� ☎36-5858
山之口地域子育て支援センター� ☎57-3298
山田地域子育て支援センター� ☎64-3171
東部地域子育て支援センター�エンゼル� ☎26-9587
高崎地域子育て支援センター�たんぽぽ� ☎62-0027

◉日時　11月27日㈫　10：30〜12：30
◉場所　イオンモール都城駅前　２階
◉問い合わせ　東部地域子育て支援センター
　　　　　　　エンゼル

子育て支援センター行事

　あそびの広場を
出張開催。ままご
とやボールプール、
季節の親子制作の
ほか読み聞かせも
あります。
　買い物のついで
に、遊びに行って
みませんか。

今月のオススメ！「おでかけエンゼルinイオンモール都城駅前」
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■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（6：30〜23：00）

毎月第３日曜日は「家庭の日」

非
常
勤
嘱
託
職
員

◉
業
務
内
容
　
児
童
発
達
障
が
い
な
ど
の

相
談
や
指
導
、
発
達
検
査
に
関
す
る
業
務

◉
対
象
・
定
員
　
臨
床
心
理
士
ま
た
は
認

定
心
理
士
の
資
格
を
有
す
る
人
・
１
人

◉
勤
務
地
　
都
城
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ

ー
き
ら
き
ら
（
祝
吉
町
）

◉
勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
の
８
時
30
分

～
17
時
（
週
４
日
）

◉
賃
金
　
月
額
14
万
６
、７
０
０
円

申
問
　
履
歴
書
と
資
格
を
証
明
す
る
も
の

の
写
し
を
11
月
22
日
㈭
ま
で
に
都
城
市
こ

ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
き
ら
き
ら

☎
46-

２
３
３
０

成
人
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
参
加
者

◉
日
時
　
平
成
31
年
１
月
20
日
㈰

　
　
　
　
８
時
30
分
～

◉
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

◉
種
目
・
対
象

【
男
子
】

８
０
０
㍍
小
学
１・２
年
生

２
㌔

小
学
３
～
６
年
生

５
㌔

中
学
生
、
29
歳
以
下
、
壮
年

【
女
子
】

８
０
０
㍍
小
学
１・２
年
生

２
㌔

小
学
３
～
６
年
生

３
㌔

中
学
生
、
29
歳
以
下
、
壮
年

◉
費
用
　
小
・
中
・
高
校
生
６
０
０
円

　
　
　
　
一
般
・
壮
年
１
、２
０
０
円

※�

申
込
用
紙
な
ど
詳
し
く
は
、

市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

申
　
12
月
13
日
㈭
ま
で
に
メ
ー
ル
で

sinro@
m
dom

inico.ac.jp

問
　
都
城
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

toriku3451@
yahoo.co.jp

ぼ
ん
ち
く
ん
サ
ン
タ
が
や
っ
て
く
る
！

　
事
前
に
預
か
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
、
ぼ
ん
ち
く
ん
サ
ン
タ
が
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ブ
に
届
け
ま
す
。

◉
日
時
　
12
月
24
日
㈪
　
18
時
～
20
時

◉
対
象
・
定
員
　
子
ど
も
が
い
る
市
内
の

個
人
宅
な
ど
・
６
家
族

※�
当
選
者
に
は
12
月
６
日
㈭
に
電
話
で
連
絡

申
問
　
件
名
「
ぼ
ん
ち
く
ん
サ
ン
タ
が

や
っ
て
く
る
」、
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
・
訪
問
先
住
所
、
電
話
番

号
、
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年

齢
、
ぼ
ん
ち
く
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記

入
し
、
11
月
22
日
㈭
17
時
ま
で
に
メ
ー
ル

で
み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

☎
23-

２
６
１
５

m
-pr@

city.m
iyakonojo.m

iyazaki.jp

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　コ
ー
ラ
ス

◉
日
時
　
11
月
15
日
㈭
　
12
時
20
分
～

◉
場
所
　
市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

◉
出
演
　
ピ
ュ
ア
シ
ン
ガ
ー
ズ

問
　
文
化
振
興
財
団
　
☎
23-

７
１
４
０

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
都
城
地
区
愛
蘭
会
寒
蘭
銘
品
展（
無
料
）】

◉
日
時
　
11
月
９
日
㈮
～
11
日
㈰

　
　
　
　
９
時
～
17
時

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

問
　
都
城
地
区
愛
蘭
会
（
紺
谷
）

　
　
☎
64-

３
５
２
３

【
景
心
書
道
会
都
城
展
（
無
料
）】

◉
日
時
　
11
月
16
日
㈮
～
18
日
㈰
　
９
時

～
20
時
（
最
終
日
は
15
時
30
分
ま
で
）

◉
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

問
　
景
心
書
道
会
（
吉
川
）

　
　
☎
51-

５
５
２
２

【
劇
団
Ｎ
Ｌ
Ｔ
公
演
　
毒
薬
と
老
嬢
】

◉
日
時
　
11
月
29
日
㈭
　
18
時
30
分
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
そ
の
他
　
会
員
制
（
当
日
入
会
可
）

問
　
都
城
市
民
劇
場
（
三
田
）　

　
　
☎
21-

８
０
８
２

【
華
道
家
元
池
坊
都
城
中
央
支
部
花
展

（
無
料
）】

◉
日
時
　
12
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
　
10
時

～
17
時
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

◉
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

問
　
華
道
家
元
池
坊
都
城
中
央
支
部
（
竹

内
）　
☎
23-

５
４
７
５

島
津
de
文
化
祭
！（
無
料
）

　
お
茶
会
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
高
校
生

を
主
体
と
し
た
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

◉
日
時
　
11
月
18
日
㈰
　
10
時
～
15
時

◉
場
所
　
都
城
島
津
邸

※
本
宅
・
伝
承
館
は
入
館
料
が
別
途
必
要

問
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-
２
１
１
６
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

毎月第３日曜日は「家庭の日」

第
30
回
記
念
都
城
市
民
登
山
大
会

霧
島
高
千
穂
峰
登
山

◉
日
時
　
11
月
11
日
㈰
　
６
時
30
分
～

◉
集
合
場
所
　
御
池
小
学
校

◉
費
用
　
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

◉
そ
の
他
　
雨
天
中
止
。
登
山
の
で
き
る

服
装
で
、
昼
食
や
飲
み
物
な
ど
を
持
参

申
問
　
都
城
山
岳
会
（
野
町
）

　
　
　
☎
０
７
０-
６
５
９
２-

０
１
８
２

九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の

一般
公
開（
無
料
）

◉
日
時
　
11
月
17
日
㈯
　
９
時
30
分
～
14

時
30
分

◉
場
所
　
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

（
横
市
町
）

◉
内
容
　
肥
料
に
つ
い
て
の
講
演
会
や
焼

き
芋
の
試
食
、
芋
掘
り
体
験
（
小
学
生
以

下
）、
染
め
物
実
験
の
体
験
な
ど

問
　
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
24-

４
２
７
０

都
城
ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

２
０
１
８

◉
点
灯
期
間
　
11
月
17
日
㈯
～
平
成
31
年

１
月
14
日
㈪
　
17
時
～
22
時

※
11
月
17
日
㈯
の
み
　
18
時
～
22
時

◉
点
灯
場
所
　M

ま

る

ま

る

allm
all

、
ウ
エ
ル
ネ
ス

交
流
プ
ラ
ザ
、
各
商
店
街
な
ど

【
点
灯
式
】

◉
日
時
　
11
月
17
日
㈯
　
17
時
50
分
～

◉
場
所
　
ま
ち
な
か
広
場（M

allm
all

内
）

問
　
ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
務

局
（
商
工
政
策
課
内
）　
☎
23-

２
９
８
３

も
み
じ
狩
り
ハ
イ
キ
ン
グ（
５・８
㌔
）

◉
日
時
　
11
月
18
日
㈰
　
８
時
30
分
～

◉
集
合
場
所
　
青
井
岳
温
泉
入
口
広
場

◉
行
程
　
大
か
や
の
木
→
天
神
ダ
ム

◉
定
員
　
60
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用
　
中
学
生
以
上
１
、５
０
０
円
、

小
学
生
千
円
（
抽
選
券
・
昼
食
代
含
む
）

申
問
　
11
月
15
日
㈭
ま
で
に
青
井
岳
の
森

ふ
れ
あ
い
交
流
実
行
委
員
会
（
水つ

流る

）

☎
０
９
０-

５
３
８
２-

９
６
７
０

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ「
山
之
口
」

◉
日
時
　
12
月
２
日
㈰
　

　
　
　
　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

◉
場
所
　
山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

山
之
口
地
区
公
民
館

◉
内
容
　
歌
手
東あ

ず
ま

亜
樹
歌
謡
シ
ョ
ー
（
無

料
）、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験

（
先
着
20
人
）、
野の

だ
て点
コ
ー
ナ
ー
（
先
着
１

０
０
人
）、
大
抽
選
会
な
ど

問
　
山
之
口
地
域
振
興
課
　

　
　
☎
57-

３
１
１
６

総
合
文
化
ホ
ー
ル
自
主
事
業

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ「
11
ぴ
き
の

ね
こ
と
へ
ん
な
ね
こ
」

　
馬
場
の
ぼ
る
の
名
作
絵
本
「
11
ぴ
き
の

ね
こ
」
シ
リ
ー
ズ
が
原
作
の
人
形
劇
。
ユ

ー
モ
ア
と
愛
情
あ
ふ
れ
る
11
匹
の
猫
の
話

を
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◉
日
時
　
12
月
22
日
㈯
　
14
時
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
料
金
　�

一
般
２
、５
０
０
円
、

�

　
　
　
　
高
校
生
以
下
千
円

申
問
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
☎
23-

７
１
４
０

この他、さまざまな行事を開催して
います。詳しくは、子育て支援セン
ターのホームページで確認ください。

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）� ☎36-5858
山之口地域子育て支援センター� ☎57-3298
山田地域子育て支援センター� ☎64-3171
東部地域子育て支援センター�エンゼル� ☎26-9587
高崎地域子育て支援センター�たんぽぽ� ☎62-0027

◉日時　11月27日㈫　10：30〜12：30
◉場所　イオンモール都城駅前　２階
◉問い合わせ　東部地域子育て支援センター
　　　　　　　エンゼル

子育て支援センター行事

　あそびの広場を
出張開催。ままご
とやボールプール、
季節の親子制作の
ほか読み聞かせも
あります。
　買い物のついで
に、遊びに行って
みませんか。

今月のオススメ！「おでかけエンゼルinイオンモール都城駅前」
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座（
無
料
）

◉
日
時
　
11
月
13
日
㈫
　
10
時
～
12
時

◉
場
所
　
市
役
所
南
別
館
第
２
会
議
室

◉
対
象
・
定
員
　
市
民
・
20
人
　

※
申
し
込
み
順

申
問
　
福
祉
課
　
☎
23-

２
９
８
０

健
康
課
主
催
の
健
康
教
室（
無
料
）

　
運
動
教
室
に
は
運
動
の
で
き
る
服
装
で

参
加
し
、
運
動
靴
や
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

健
康
保
険
証
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

【
ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
】

◉
日
程
　
11
月
15
日
㈭

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
対
象
・
時
間
・
定
員

経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
市
民

①
９
時
30
分
～
11
時
30
分
　
30
人

②
13
時
45
分
～
15
時
30
分
　
30
人

※�

要
申
し
込
み
。
通
院・治
療
中
の
人
は
、

主
治
医
に
相
談
し
、
参
加
く
だ
さ
い

【
健
康
ラ
イ
フ
教
室
（
運
動
編
）】

◉
日
時
　
11
月
27
日
㈫

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
運
動
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
運
動
教
室

◉
定
員
　
30
人
　
※�

要
申
し
込
み

【
ミ
ニ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
】

◉
日
時
　
11
月
29
日
㈭
　

　
　
　
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◉
場
所
　
小
松
原
地
区
体
育
館

◉
対
象
・
定
員
　
40
歳
以
上
の
市
民
・
30

人
　
※
要
申
し
込
み

【
健
康
ラ
イ
フ
教
室
（
講
話
編
）】

◉
日
時
　
12
月
５
日
㈬

　
　
　
　
15
時
～
16
時
30
分

◉
場
所
　
中
央
公
民
館

◉
内
容
　
平
和
台
病
院
理
事
長
に
よ
る
糖

尿
病
に
関
す
る
講
話

◉
定
員
　
40
人
　
※�

要
申
し
込
み

申
問
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

家庭用プラスチック製品は燃やせるごみです

平成31年度
放課後児童クラブ入会申し込み

◎問い合わせ　保育課　☎23-4894
◉対象
①市内の小学校に在学する児童
②�保護者や同居の親族が次のいずれかに該当する児童
◦居宅外で働いている
◦�居宅内で児童と離れて、家事以外の仕事をしている
◦求職活動で日中居宅外にいる（最長６カ月）
◦妊娠中、または出産してから間がない
◦�疾病や負傷、または精神もしくは身体に障がいを有して
いる

◦�長期にわたり、疾病の状態にある、または精神もしくは
身体に障がいを有する同居の親族を常に介護している

◦�震災や風水害、火災などの災害の復旧に従事している
◉申込方法　保育課や各児童クラブで配布する申請書に必
要事項を記入し、「就労証明書」または「入会要件申立書
と必要添付書類」を添えて、12月17日㈪までに保育課、
または各児童クラブへ提出。なお、「口座振替依頼書」は
金融機関に提出ください。

※�この他、市が委託して実施している児童クラブがありま
す。詳しくは、市ホームページで確認ください

放課後児童クラブ名 実施場所 定員 電話番号
川東小放課後児童クラブ 川東小学校 40人 24-1161
大王小放課後児童クラブ 大王小学校 45人 26-9571
祝吉小放課後児童クラブ 祝吉小学校内専用棟 40人 22-4337
志和池保育児童館放課後児童クラブ 志和池保育児童館 30人 36-2375
梅北小放課後児童クラブ 梅北小学校 40人 39-2885
丸野小放課後児童クラブ 丸野小学校 20人 36-0538
今町小放課後児童クラブ 今町小学校 35人 39-2661
つくしんぼ放課後児童クラブ 旧山之口幼稚園 40人 57-4262
有水小放課後児童クラブ 有水小学校 20人 59-9480
石山小放課後児童クラブ 石山児童館 25人 58-6066
木之川内小放課後児童クラブ 木之川内小内専用棟 30人 64-3368
山田小放課後児童クラブ 山田小学校 30人 64-2041
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　（6：30〜23：00）

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
定

期
公
演

◉
日
時
　
11
月
18
日
㈰
　
14
時
～

◉
場
所
　
山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

◉
入
館
料
　
大
人
７
３
０
円
、
高
校
生
５

２
０
円
、
小
・
中
学
生
３
２
０
円

※
団
体
割
引
あ
り
（
20
人
以
上
）

◉
演
目
　
娘
手
踊
り
（
お
伊
勢
参
り
）、

門
出
八
嶋
（
八
嶋
合
戦
の
段
、
八
嶋
の
浦

の
段
）、
間あ

い

狂
言
（
太
郎
の
御ご

前ぜ

迎む
け

）

問
　
人
形
の
館
　
☎
57-

５
２
９
５

段
ボ
ー
ル
の
ピ
ザ
窯
で
ピ
ザ
作
り

◉
日
時
　
11
月
25
日
㈰
　
①
９
時
30
分
～

11
時
、
②
11
時
30
分
～
13
時

◉
場
所

関
之
尾
緑
の
村
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場

◉
定
員
　
親
子
各
10
組
　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用
　
１
、５
０
０
円（
ピ
ザ
２
枚
分
の

材
料
費
）

◉
準
備
す
る
も
の
　
手
袋
、
タ
オ
ル

申
問
　
関
之
尾
緑
の
村
　

　
　
　
☎
37-

２
９
２
９

モ
ン
ゴ
ル
祭
り（
無
料
）

◉
日
時
　
12
月
１
日
㈯
　
10
時
～
16
時

◉
場
所
　
ま
ち
な
か
広
場（M

ま

る

ま

る

allm
all

内
）

◉
内
容
　
モ
ン
ゴ
ル
の
文
化
紹
介
な
ど

問
　
都
城
国
際
交
流
協
会
（
Ｍ
Ｉ
Ａ
）

　
　
☎
23-

２
２
９
５

平
成
31
年
都
城
市
成
人
式

◉
対
象
　
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成
11

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※�

案
内
状
が
届
か
な
い
人
は
、
連
絡
く
だ

さ
い

地
区

日
程
・
開
式
時
間
・
場
所

姫
城

１
／
４
㈮
　
10
時
30
分

中
央
公
民
館

小
松
原

１
／
４
㈮
　
13
時
30
分

小
松
原
中
学
校
体
育
館

妻
ケ
丘

１
／
４
㈮
　
10
時
30
分

妻
ケ
丘
中
学
校
体
育
館

祝
吉

１
／
４
㈮
　
13
時
30
分

祝
吉
中
学
校
体
育
館

五
十
市

１
／
４
㈮
　
10
時

五
十
市
地
区
公
民
館

横
市

１
／
４
㈮
　
10
時

西
中
学
校
体
育
館

沖
水

１
／
４
㈮
　
10
時

沖
水
小
学
校
体
育
館

志
和
池

１
／
４
㈮
　
10
時
30
分

志
和
池
中
学
校
体
育
館

庄
内

１
／
４
㈮
　
９
時
30
分

庄
内
中
学
校
体
育
館

西
岳

１
／
３
㈭
　
10
時
30
分

西
岳
地
区
公
民
館

中
郷

１
／
５
㈯
　
13
時

中
郷
地
区
公
民
館

山
之
口

１
／
３
㈭
　
10
時

シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ
あ
い
の
里

高
城

１
／
３
㈭
　
10
時
30
分

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

山
田

１
／
４
㈮
　
10
時

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

高
崎

１
／
４
㈮
　
10
時

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

都
城
き
り
し

ま
支
援
学
校
１
／
５
㈯
　
11
時

都
城
き
り
し
ま
支
援
学
校
体
育
館

泉
ヶ
丘
高
等
学

校
附
属
中
学
校
１
／
５
㈯
　
10
時

泉
ヶ
丘
高
等
学
校
義
友
会
館

さ
く
ら
聴
覚
支

援
学
校

１
／
４
㈮
　
14
時

さ
く
ら
聴
覚
支
援
学
校
律
唱
室

※�

地
区
ご
と
に
開
催
日
時
・
会
場
が
異
な

り
ま
す
。
開
式
前
に
記
念
撮
影
す
る
会

場
も
あ
る
の
で
、
集
合
時
間
を
案
内
状

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

問
　
生
涯
学
習
課
　
☎
23-

９
５
４
５

　
　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

高
城
図
書
館
読
み
聞
か
せ
会

【
お
は
な
し
と
ん
と
ん
】

◉
日
時
　
11
月
24
日
㈯
、
12
月
８
日
㈯

　
　
　
　
11
時
～
12
時

問
　
高
城
図
書
館
　
☎
58-

４
２
２
４

市
立
図
書
館
イ
ベ
ン
ト（
無
料
）

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時

ス
タ
ン
プ
の
ひ
（
３
歳
以
上
対
象
）

11
／
21
㈬
、
12
／
５
㈬
　
15
時
～

こ
う
さ
く
ま
る
ま
る
（
子
ど
も
対
象
）

11
／
25
㈰
　
14
時
～

み
ず
た
ま
の
ひ
（
６
歳
以
上
対
象
）

12
／
２
㈰
　
15
時
～

【
読
み
聞
か
せ
会
】

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時

ノ
ン
タ
ン
文
庫
の
お
は
な
し
会

11
／
16
㈮
　
10
時
30
分
～

お
は
な
し
ま
る
ま
る

11
／
17
㈯
、
12
／
１
㈯
・
８
㈯
　
11
時
～

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

11
／
22
㈭
　
11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会

12
／
８
㈯
　
14
時
30
分
～

問
　
市
立
図
書
館
　
☎
22-
０
２
３
９

家庭用プラスチック製品は燃やせるごみです
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座（
無
料
）

◉
日
時
　
11
月
13
日
㈫
　
10
時
～
12
時

◉
場
所
　
市
役
所
南
別
館
第
２
会
議
室

◉
対
象
・
定
員
　
市
民
・
20
人
　

※
申
し
込
み
順

申
問
　
福
祉
課
　
☎
23-
２
９
８
０

健
康
課
主
催
の
健
康
教
室（
無
料
）

　
運
動
教
室
に
は
運
動
の
で
き
る
服
装
で

参
加
し
、
運
動
靴
や
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

健
康
保
険
証
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

【
ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
】

◉
日
程
　
11
月
15
日
㈭

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
対
象
・
時
間
・
定
員

経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
市
民

①
９
時
30
分
～
11
時
30
分
　
30
人

②
13
時
45
分
～
15
時
30
分
　
30
人

※�

要
申
し
込
み
。
通
院・治
療
中
の
人
は
、

主
治
医
に
相
談
し
、
参
加
く
だ
さ
い

【
健
康
ラ
イ
フ
教
室
（
運
動
編
）】

◉
日
時
　
11
月
27
日
㈫

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
運
動
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
運
動
教
室

◉
定
員
　
30
人
　
※�

要
申
し
込
み

【
ミ
ニ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
】

◉
日
時
　
11
月
29
日
㈭
　

　
　
　
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◉
場
所
　
小
松
原
地
区
体
育
館

◉
対
象
・
定
員
　
40
歳
以
上
の
市
民
・
30

人
　
※
要
申
し
込
み

【
健
康
ラ
イ
フ
教
室
（
講
話
編
）】

◉
日
時
　
12
月
５
日
㈬

　
　
　
　
15
時
～
16
時
30
分

◉
場
所
　
中
央
公
民
館

◉
内
容
　
平
和
台
病
院
理
事
長
に
よ
る
糖

尿
病
に
関
す
る
講
話

◉
定
員
　
40
人
　
※�

要
申
し
込
み

申
問
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

家庭用プラスチック製品は燃やせるごみです

平成31年度
放課後児童クラブ入会申し込み

◎問い合わせ　保育課　☎23-4894
◉対象
①市内の小学校に在学する児童
②�保護者や同居の親族が次のいずれかに該当する児童
◦居宅外で働いている
◦�居宅内で児童と離れて、家事以外の仕事をしている
◦求職活動で日中居宅外にいる（最長６カ月）
◦妊娠中、または出産してから間がない
◦�疾病や負傷、または精神もしくは身体に障がいを有して
いる
◦�長期にわたり、疾病の状態にある、または精神もしくは
身体に障がいを有する同居の親族を常に介護している
◦�震災や風水害、火災などの災害の復旧に従事している
◉申込方法　保育課や各児童クラブで配布する申請書に必
要事項を記入し、「就労証明書」または「入会要件申立書
と必要添付書類」を添えて、12月17日㈪までに保育課、
または各児童クラブへ提出。なお、「口座振替依頼書」は
金融機関に提出ください。

※�この他、市が委託して実施している児童クラブがありま
す。詳しくは、市ホームページで確認ください

放課後児童クラブ名 実施場所 定員 電話番号
川東小放課後児童クラブ 川東小学校 40人 24-1161
大王小放課後児童クラブ 大王小学校 45人 26-9571
祝吉小放課後児童クラブ 祝吉小学校内専用棟 40人 22-4337
志和池保育児童館放課後児童クラブ 志和池保育児童館 30人 36-2375
梅北小放課後児童クラブ 梅北小学校 40人 39-2885
丸野小放課後児童クラブ 丸野小学校 20人 36-0538
今町小放課後児童クラブ 今町小学校 35人 39-2661
つくしんぼ放課後児童クラブ 旧山之口幼稚園 40人 57-4262
有水小放課後児童クラブ 有水小学校 20人 59-9480
石山小放課後児童クラブ 石山児童館 25人 58-6066
木之川内小放課後児童クラブ 木之川内小内専用棟 30人 64-3368
山田小放課後児童クラブ 山田小学校 30人 64-2041
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

コ
ミ
ュ
ニ
ティ
セ
ン
タ
ー
主
催
の
教
室

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
日
時
・
内
容
・
定
員
・
費
用

陶
芸
教
室
（
全
３
回
）

①
12
／
７
㈮
・
14
㈮
・
21
㈮
　
10
時
～
12

時
　
10
人
　
千
円
（
３
回
分
）
と
各
回
の

材
料
費
・
焼
き
代
７
０
０
円
～
　
締
め
切

り
：
11
／
30
㈮
　
※
３
人
以
上
で
開
催

子
ど
も
電
子
工
作
教
室
（
無
料
）

12
／
22
㈯
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分
　
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
制
作
　
小
学
４
～
６
年
生
10
人

締
め
切
り
：
12
／
11
㈫
　

※
要
保
護
者
同
伴

申
問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
23-

２
０
０
１

生
涯
学
習
課
主
催
の
教
室

【
よ
か・余
暇・楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　
５
人
以
上
で
開
催
。
冷
暖
房
費
や
教
材

費
は
別
途
必
要
で
す
。

◉
学
習
料
　
１
回
５
５
０
円
～
８
０
０
円

※
人
数
で
決
定

◉
日
時
・
場
所

す
ぐ
弾
け
る
津
軽
三
味
線
（
基
礎
編
）

毎
月
第
２・４
火
曜
日
　
14
時
～
16
時
　
指

導
者
自
宅
（
都
北
町
）　
締
め
切
り
：
11
／

30
㈮
　
※
三
味
線
貸
し
出
し
可

リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

毎
週
木
曜
日
　
10
時
～
11
時
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
※
女
性
対
象
、
初
回
に

２
回
分
（
１
、１
０
０
円
）
を
納
入

み
や
こ
ん
じ
ょ
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室

毎
月
第
２・
３・
４
木
曜
日
　
９
時
30
分
～

11
時
30
分
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

い
き
い
き
生
け
花

毎
月
第
２・
４
土
曜
日
　
９
時
30
分
～
11
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
※
花
器
や
は

さ
み
、
材
料
費（
各
回
）千
円
程
度
が
必
要

申
問
　
生
涯
学
習
課
　
☎
23-

９
５
４
５

「
ゆ
る
体
操
」で
健
康
長
寿
日
本
一

を
め
ざ
そ
う
！

◉
日
時
　
12
月
９
日
㈰
　
10
時
～
15
時

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
Ｃ

Ａ
Ｆ
Ｅ
＆
Ｂ
Ａ
Ｒ
　
Ｂ
１
（
都
城
駅
前
）

◉
対
象
・
定
員
　
30
～
60
代
の
市
民
・
25

人
　
※
要
申
し
込
み

◉
費
用
　
２
千
円
（
昼
食
代
含
む
）

申
問
　
ゆ
る
体
操
で
健
康
長
寿
日
本
一
を

め
ざ
す
会
（
福
留
）

☎
０
９
０-

８
２
２
４-

８
０
１
０

高
齢
者
よ
ろ
ず
電
話
相
談
会（
無
料
）

　
司
法
書
士
が
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
な

ど
の
相
談
に
電
話
で
応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　
11
月
21
日
㈬
　
10
時
～
16
時

◉
相
談
専
用
電
話
（
当
日
の
み
）

☎
０
９
８
５-

23-

６
３
９
９

問
　
宮
崎
県
司
法
書
士
会

　
　
☎
０
９
８
５-

28-

８
５
３
８

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談（
無
料
）

◉
場
所
　
都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
10
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

◉
専
門
相
談
（
要
予
約
）

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日
　
13
時
～
16
時

【
職
場・学
校・家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
水
曜
日
　
13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
】

毎
週
木
曜
日
　
13
時
～
16
時

◉
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０-

３
９
７-

８
６
８

◉
メ
ー
ル
で
の
相
談
　

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話（
無
料
）

【
こ
こ
ろ
の
電
話
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）】　
☎
０
９
８
５-

32-

５
５
６
６

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
19
時

※
祝
日
を
除
く

【
都
城
保
健
所
】　
☎
23-

４
５
０
４

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
　
※
祝
日
を
除
く

【
福
祉
課
】　
☎
23-

２
９
８
０

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
　
※
祝
日
を
除
く

厚
生
労
働
省
・
宮
崎
県
委
託
事
業

若
者
就
職
支
援（
無
料
）

◉
対
象
　
就
職
を
目
指
す
15
～
39
歳
の
無

職
の
人
と
そ
の
家
族

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
10
時
～
17
時
　

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

◉
場
所
　
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城
（
東
町
４
街

区
30
号
）

申
問
　
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城

☎
36-

６
５
１
０

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374
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　（6：30〜23：00）

親
子
ピ
ザ
パ
ン
作
り
体
験
教
室

◉
日
時
　
11
月
17
日
㈯
　
11
時
～
13
時

◉
場
所
　
高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

◉
定
員
　
６
組
（
６
歳
以
上
）

◉
費
用
　
１
組
２
千
円
（
材
料
費
含
む
）

申
問
　
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

☎
58-

２
０
８
８

陶
芸
工
房「
幸ゆ

き

の
陶と

う

」陶
芸
教
室

◉
場
所
　
陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

【
季
節
陶
芸
　無
病
息
災
を
願
う
干
支
の
置
物
】

◉
日
時
　
11
月
17
日
㈯
～
19
日
㈪

　
　
　
　
10
時
30
分
～

◉
費
用
　
１
、２
０
０
円
～

【
日
曜
陶
芸
　新
年
を
迎
え
る
鏡
餅
の
置
物
】

◉
日
時
　
11
月
18
日
㈰
　
13
時
～

◉
費
用
　
１
、５
０
０
円

申
問
　
陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

　
　
　
☎
58-

６
１
５
０

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
講
座（
無
料
）

【
市
民
の
た
め
の
健
康
講
座
】

◉
日
時
　
11
月
22
日
㈭
　
14
時
～
15
時

◉
場
所
　
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
教
育
研
修
棟

◉
内
容
　
感
染
症
の
予
防
対
策
に
つ
い
て

※
申
し
込
み
不
要

【
が
ん
患
者
家
族
交
流
会
】

◉
日
時
　
11
月
27
日
㈫

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

◉
場
所
　
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
外
来
棟

◉
内
容
　
抗
が
ん
剤
治
療
に
つ
い
て

※
要
申
し
込
み

申
問
　
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
23-

４
１
１
１

重
症
心
身
障
が
い
児・者
の
地
域
で
の

暮
ら
し
に
つ
い
て
の
講
演
会（
無
料
）

◉
日
時
　
11
月
25
日
㈰

　
　
　
　
13
時
～
17
時

◉
場
所
　
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

※�

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
預
か
る
託
児

所
を
設
置
し
ま
す

申
問
　
11
月
16
日
㈮
ま
で
に
障
が
い
者

（
児
）
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
栗
山
）

☎
26-

０
２
９
４

潜
在
看
護
師
職
場
復
帰
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

◉
日
時
　
11
月
26
日
㈪
～
30
日
㈮
の
全
５

回
　
13
時
～
16
時

◉
場
所
　
市
郡
医
師
会
病
院（
太
郎
坊
町
）

◉
対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
就
職
希
望

の
準
看
護
師
や
看
護
師
の
有
資
格
者
で
、

就
職
や
転
職
を
考
え
て
い
る
人

◉
定
員
　
15
人

申
問
　
11
月
15
日
㈭
ま
で
に
都
城
市
北
諸

県
郡
医
師
会
　
☎
22-

０
７
１
１

里
親
制
度
説
明
会

◉
日
時
　
11
月
30
日
㈮

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◉
場
所
　
五
十
市
地
区
公
民
館

申
問
　
11
月
23
日
㈮
ま
で
に
児
童
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
り
ん

☎
45-

２
１
４
０

認
知
症
家
族
支
援「
な
ご
み
会
」（
無
料
）

◉
日
時
　
11
月
24
日
㈯
　
13
時
～
15
時

◉
場
所
　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
認
知
症
ケ
ア
専
門
士
に
よ
る
認

知
症
と
う
ま
く
向
き
合
う
た
め
の
講
演

申
問
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
☎
25-

２
１
２
３

応
急
手
当
講
習（
無
料
）

◉
日
時
　
11
月
30
日
㈮
　
10
時
～
10
時
45
分

◉
場
所
　
消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

◉
対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

◉
定
員
　
20
人
　
※
申
し
込
み
順

申
問
　
消
防
局
警
防
救
急
課

　
　
　
☎
22-

８
８
８
３

南
九
州
大
学
公
開
講
座

う
た
ご
え
広
場
特
別
企
画「
佐
藤

達
男
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」（
無
料
）

◉
日
時
　
11
月
30
日
㈮
　
18
時
～

◉
場
所
　
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

◉
定
員
　
60
人

申
問
　
南
九
州
大
学
企
画
広
報
課

☎
０
１
２
０-

３
７
３
９-

20

花
の
寄
せ
植
え
講
習
会

◉
日
時
　
12
月
７
日
㈮
　
10
時
～

◉
場
所
　
鎌
田
竹ち

く

翠す
い

花か

園え
ん

（
南
横
市
町
）

◉
定
員
　
一
般
10
人
、
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ

ー
会
員
10
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用
　
５
０
０
円

申
問
　
都
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
25-

１
０
０
０

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

コ
ミ
ュ
ニ
ティ
セ
ン
タ
ー
主
催
の
教
室

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
日
時
・
内
容
・
定
員
・
費
用

陶
芸
教
室
（
全
３
回
）

①
12
／
７
㈮
・
14
㈮
・
21
㈮
　
10
時
～
12

時
　
10
人
　
千
円
（
３
回
分
）
と
各
回
の

材
料
費
・
焼
き
代
７
０
０
円
～
　
締
め
切

り
：
11
／
30
㈮
　
※
３
人
以
上
で
開
催

子
ど
も
電
子
工
作
教
室
（
無
料
）

12
／
22
㈯
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分
　
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
制
作
　
小
学
４
～
６
年
生
10
人

締
め
切
り
：
12
／
11
㈫
　

※
要
保
護
者
同
伴

申
問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
23-

２
０
０
１

生
涯
学
習
課
主
催
の
教
室

【
よ
か・余
暇・楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　
５
人
以
上
で
開
催
。
冷
暖
房
費
や
教
材

費
は
別
途
必
要
で
す
。

◉
学
習
料
　
１
回
５
５
０
円
～
８
０
０
円

※
人
数
で
決
定

◉
日
時
・
場
所

す
ぐ
弾
け
る
津
軽
三
味
線
（
基
礎
編
）

毎
月
第
２・４
火
曜
日
　
14
時
～
16
時
　
指

導
者
自
宅
（
都
北
町
）　
締
め
切
り
：
11
／

30
㈮
　
※
三
味
線
貸
し
出
し
可

リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

毎
週
木
曜
日
　
10
時
～
11
時
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
※
女
性
対
象
、
初
回
に

２
回
分
（
１
、１
０
０
円
）
を
納
入

み
や
こ
ん
じ
ょ
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室

毎
月
第
２・
３・
４
木
曜
日
　
９
時
30
分
～

11
時
30
分
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

い
き
い
き
生
け
花

毎
月
第
２・
４
土
曜
日
　
９
時
30
分
～
11
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
※
花
器
や
は

さ
み
、
材
料
費（
各
回
）千
円
程
度
が
必
要

申
問
　
生
涯
学
習
課
　
☎
23-

９
５
４
５

「
ゆ
る
体
操
」で
健
康
長
寿
日
本
一

を
め
ざ
そ
う
！

◉
日
時
　
12
月
９
日
㈰
　
10
時
～
15
時

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
Ｃ

Ａ
Ｆ
Ｅ
＆
Ｂ
Ａ
Ｒ
　
Ｂ
１
（
都
城
駅
前
）

◉
対
象
・
定
員
　
30
～
60
代
の
市
民
・
25

人
　
※
要
申
し
込
み

◉
費
用
　
２
千
円
（
昼
食
代
含
む
）

申
問
　
ゆ
る
体
操
で
健
康
長
寿
日
本
一
を

め
ざ
す
会
（
福
留
）

☎
０
９
０-

８
２
２
４-

８
０
１
０

高
齢
者
よ
ろ
ず
電
話
相
談
会（
無
料
）

　
司
法
書
士
が
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
な

ど
の
相
談
に
電
話
で
応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　
11
月
21
日
㈬
　
10
時
～
16
時

◉
相
談
専
用
電
話
（
当
日
の
み
）

☎
０
９
８
５-

23-
６
３
９
９

問
　
宮
崎
県
司
法
書
士
会

　
　
☎
０
９
８
５-

28-

８
５
３
８

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談（
無
料
）

◉
場
所
　
都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
10
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

◉
専
門
相
談
（
要
予
約
）

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日
　
13
時
～
16
時

【
職
場・学
校・家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
水
曜
日
　
13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
】

毎
週
木
曜
日
　
13
時
～
16
時

◉
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０-

３
９
７-

８
６
８

◉
メ
ー
ル
で
の
相
談
　

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話（
無
料
）

【
こ
こ
ろ
の
電
話
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）】　
☎
０
９
８
５-

32-

５
５
６
６

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
19
時

※
祝
日
を
除
く

【
都
城
保
健
所
】　
☎
23-

４
５
０
４

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
　
※
祝
日
を
除
く

【
福
祉
課
】　
☎
23-

２
９
８
０

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
　
※
祝
日
を
除
く

厚
生
労
働
省
・
宮
崎
県
委
託
事
業

若
者
就
職
支
援（
無
料
）

◉
対
象
　
就
職
を
目
指
す
15
～
39
歳
の
無

職
の
人
と
そ
の
家
族

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
10
時
～
17
時
　

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

◉
場
所
　
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城
（
東
町
４
街

区
30
号
）

申
問
　
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城

☎
36-

６
５
１
０

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

毎月第３日曜日は「家庭の日」

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
◎みやざき医療ナビも利用ください

月日 医療機関名 電話番号
11/23
㈮

志々目医院（内・小） 57-2004
柏村内科 22-2616
海老原内科 64-1211
一心外科医院（外・胃・肛・内）52-7788
花房泌尿器科医院 25-1177
たき心療内科クリニック（心内・精・神内）46-9191
もちなが歯科医院 51-5400

11/25
㈰

有馬医院（内・小） 23-2610
田口循環器科内科クリニック（内）24-0600
園田光正内科医院 38-5115
まつもと心臓血管外科クリニック（循内・内）36-8926
小牧病院（整） 24-1212
ふたみ眼科 38-5532
ウィーンデンタルオフィス 36-5567

12/2
㈰

久保原田中医院（内・小） 22-7700
坂元医院（内・胃） 22-0360
戸嶋病院（内） 22-1437
川畑医院（外・胃） 46-3225
きたむら皮膚科クリニック（皮・ｱﾚ）38-7300
吹上耳鼻咽喉科医院 21-4133
安富歯科医院 22-4118

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください

●休日当番薬局
11/23㈮ 日研、東原、コアファーマシー、

みんなの、わかば

11/25㈰ ハートフル、アウルズ東町、くげ、都北町

12/2㈰ ハートハンズ、かじや牟田町、かかりつけ、
ケーアイ吉尾、友愛

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金

◉
対
象
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
農
家

①
市
内
に
在
住

②�

主
作
物
を
販
売
目
的
で
生
産
し
て
い
る

③�

国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
実
施
し
て
い
る

◉
対
象
事
業
　
化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農

薬
を
、
県
の
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
原
則
５
割

以
上
低
減
し
、
次
の
要
件
を
合
わ
せ
て
取

り
組
む
営
農
活
動

①
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
（
緑
肥
）

②�

堆
肥
の
施
用

③
有
機
農
業

◉
交
付
金
　
10
㌃
当
た
り
に
交
付
し
ま
す

カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
８
千
円
以
内

堆
肥
の
施
用

４
、４
０
０
円
以
内

有
機
農
業

８
千
円
以
内

申
問
　
農
産
園
芸
課
　
☎
23-

２
４
２
５

宝
く
じ
助
成
事
業

　
一
般
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
る
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事

業
収
入
を
財
源
と
し
て

実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助

成
を
受
け
て
、
小
松
原
地
区
平
江
自
治
公

民
館
が
公
民
館
棟
を
新
築
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
　

　
　
☎
23-

７
１
４
６

野
焼
き
は
火
入
れ
許
可
が
必
要

　
森
林
か
ら
１
㌔
の
範
囲
内
で
田
畑
の
あ

ぜ
な
ど
を
野
焼
き
す
る
と
き
は
、
10
日
前

ま
で
に
市
に
火
入
れ
許
可
申
請
を
し
、
許

可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
火
入
れ
の
際
は
消
火
器
具
を
準

備
し
、
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
十
分

注
意
く
だ
さ
い
。

問
　
森
林
保
全
課
　
☎
23-

２
１
５
２

ご
存
知
で
す
か
？
　検
察
審
査
会

　
検
察
審
査
会
制
度
は
、
検
察
官
が
事
件

を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴

処
分
）
が
正
し
か
っ
た
の
か
を
、
選
挙
権

を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
審
査
す
る

制
度
の
こ
と
で
す
。

　
平
成
31
年
度
の
候
補
者
に
選
ば
れ
た
人

に
は
、
11
月
中
旬
に
検
察
審
査
会
事
務
局

か
ら
「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記

載
の
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
。

　
宮
崎
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
☎
０
９
８
５-

68-

５
１
２
０

自
賠
責
保
険
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
加
害
者
の
賠

償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と
で
、
被
害
者
の

基
本
的
な
賠
償
を
保
証
す
る
制
度
で
あ

り
、
被
害
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
全
て
の
車
や
バ
イ
ク
一
台
ご
と
に
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
て
、
加
入
せ
ず
に

運
転
す
る
こ
と
は
法
令
違
反
で
す
。
自
賠

責
制
度
の
役
割
や
重
要
性
、
保
険
金
・
共

済
金
の
支
払
い
の
仕
組
み
な
ど
を
正
し
く

理
解
し
て
、
必
ず
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
管
財
課
　
☎
23-

２
６
７
２

日
赤
へ
の
募
金
や
忌
明
寄
付

　
日
赤
都
城
地
区
で
は
、
災
害
な
ど
に
対

す
る
支
援
の
た
め
の
募
金
や
忌
明
寄
付
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
募
金

な
ど
は
、
献
血
事
業
や
災
害
時
の
医
師
派

遣
な
ど
の
救
護
活
動
、
救
急
法
の
普
及
講

習
な
ど
の
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
、
協
力
く
だ
さ
い
。

問
　
福
祉
課
　
☎
23-

２
９
８
０

赤
十
字
忌
明
寄
付

　
謹
ん
で
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。
遺
志
に

沿
い
、
赤
十
字
活
動
に

活
用
し
ま
す
。

◉
故
人
　

◦
島
田
巌
さ
ん
（
太
郎
坊
町
）

問
　
福
祉
課
　
☎
23-

２
９
８
０

みやざき医療ナビ
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

　
精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　
11
月
15
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

◉
場
所
　
都
城
保
健
所
　
※
要
予
約

申
問
　
都
城
保
健
所
　
☎
23-

４
５
０
４

子
育
て
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

　
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
１
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー（M

ま

る

ま

る

allm
all

内
）】

☎
36-

５
６
６
１

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　
☎
58-

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　
☎
62-

４
４
１
１

【
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
り
ん

（
10
時
～
19
時
　
毎
週
木
曜
日
は
除
く
）】

☎
45-

２
１
４
０

【
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み

（
24
時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
０
９
８
５-

78-

３
７
３
７

虐
待
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

【
こ
ど
も
課
】　
☎
23-

２
６
８
４

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　
☎
58-

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　
☎
62-

４
４
１
１

【
都
城
児
童
相
談
所
】　
☎
22-

４
２
９
４

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
24

時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

①
女
性
相
談
員
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
10
時
～
16
時

②
こ
こ
ろ
の
相
談

11
月
20
日
㈫
　
14
時
～
16
時

③
法
律
相
談
（
前
週
の
水
曜
日
ま
で
に
要

予
約
）

11
月
27
日
㈫
　
13
時
～
16
時

◉
場
所
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
時
間
　
①
②
は
１
時
間
程
度
、
③

は
30
分
程
度

※�
①
の
面
接
相
談
と
②
③
は
、
事
前
に
聞

き
取
り
と
予
約
が
必
要

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
23-

７
１
５
７

不
妊
相
談・妊
娠
総
合
相
談（
無
料
）

◉
場
所
　
都
城
保
健
所

◉
相
談
・
予
約
電
話
　
☎
23-
４
５
０
４

【
不
妊
相
談
】

不
妊
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
面
接
相
談

◉
日
時
　
第
４
金
曜
日

　
　
　
　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

◉
相
談
方
法
　
面
接
　
※
午
後
は
要
予
約

【
妊
娠
総
合
相
談
】

思
い
が
け
な
い
妊
娠
に
関
す
る
悩
み
の
相
談

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
15
分
　
※
祝
日
を
除
く

◉
相
談
方
法
　
電
話
、
面
接
　

※
面
接
の
場
合
は
要
予
約

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
９
時
～
16
時
30
分

◉
場
所
　
教
育
相
談
室
（
市
役
所
八
幡
町

別
館
）

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
46-

２
０
８
８

消
費
生
活
相
談（
無
料
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

◉
時
間
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
16
時

【
弁
護
士
法
律
相
談（
前
々
日
ま
で
に
要
予
約
）】

11
／
22
㈭
　
13
時
～
16
時
　
都
城
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
時
間
　
30
分
程
度

◉
相
談
専
用
電
話

【
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

☎
23-

７
１
５
４

【
三
股
町
福
祉・消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
】

☎
52-

０
９
９
９

宮
崎
県
子
ど
も・若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば

子
ど
も・若
者
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

　
０
歳
～
39
歳
の
人
や
家
族
を
対
象
に
、

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ま
た
、
出
張
相
談
（
予
約
制
）
に
も

応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　
毎
週
月
～
水
・
土
・
日
曜
日

　
　
　
　
10
時
～
17
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

◉
相
談
専
用
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

☎
０
９
８
５-
41-
７
８
３
０

℻
０
９
８
５-
41-
７
８
３
１

◉
相
談
専
用
メ
ー
ル

soudan@
m
iyazaki-kow

aka.jp

交
通
事
故
相
談（
無
料
）

◉
日
時
　
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　
９
時
～
16
時

◉
場
所
　
交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
23-

０
９
４
４

シ
ニ
ア
世
代
就
業
相
談（
無
料
）

◉
日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
10
時
～
15
時

※
要
予
約

◉
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
２
階

申
問
　
み
や
ざ
き
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
協
議

会
　
☎
０
９
８
５-

33-

９
３
２
１

書
き
損
じ
は
が
き
回
収
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
雷
撤
去
支
援
の
た

め
、
書
き
損
じ
・
未
投
函
の
は
が
き
や
、

未
使
用
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
・
切
手
を
集

め
ま
す
。

◉
期
間
　
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

申
問
　
㈶
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
☎
０
９
２-

８
３
３-

７
５
７
５

都
市
計
画（
案
）の
縦
覧

　
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

◉
縦
覧
期
間
　
11
月
16
日
㈮
～
30
日
㈮
　

　
　
　
　
　
　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

◉
内
容
　
都
城
広
域
都
市
計
画
公
園
の
変

更
（
山
之
口
運
動
公
園
）

問
　
都
市
計
画
課
　
☎
23-

２
７
６
２
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

毎月第３日曜日は「家庭の日」

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
◎みやざき医療ナビも利用ください

月日 医療機関名 電話番号
11/23
㈮

志々目医院（内・小） 57-2004
柏村内科 22-2616
海老原内科 64-1211
一心外科医院（外・胃・肛・内）52-7788
花房泌尿器科医院 25-1177
たき心療内科クリニック（心内・精・神内）46-9191
もちなが歯科医院 51-5400

11/25
㈰

有馬医院（内・小） 23-2610
田口循環器科内科クリニック（内）24-0600
園田光正内科医院 38-5115
まつもと心臓血管外科クリニック（循内・内）36-8926
小牧病院（整） 24-1212
ふたみ眼科 38-5532
ウィーンデンタルオフィス 36-5567

12/2
㈰

久保原田中医院（内・小） 22-7700
坂元医院（内・胃） 22-0360
戸嶋病院（内） 22-1437
川畑医院（外・胃） 46-3225
きたむら皮膚科クリニック（皮・ｱﾚ）38-7300
吹上耳鼻咽喉科医院 21-4133
安富歯科医院 22-4118

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください

●休日当番薬局
11/23㈮ 日研、東原、コアファーマシー、

みんなの、わかば

11/25㈰ ハートフル、アウルズ東町、くげ、都北町

12/2㈰ ハートハンズ、かじや牟田町、かかりつけ、
ケーアイ吉尾、友愛

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金

◉
対
象
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
農
家

①
市
内
に
在
住

②�
主
作
物
を
販
売
目
的
で
生
産
し
て
い
る

③�
国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
実
施
し
て
い
る

◉
対
象
事
業
　
化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農

薬
を
、
県
の
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
原
則
５
割

以
上
低
減
し
、
次
の
要
件
を
合
わ
せ
て
取

り
組
む
営
農
活
動

①
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
（
緑
肥
）

②�

堆
肥
の
施
用

③
有
機
農
業

◉
交
付
金
　
10
㌃
当
た
り
に
交
付
し
ま
す

カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
８
千
円
以
内

堆
肥
の
施
用

４
、４
０
０
円
以
内

有
機
農
業

８
千
円
以
内

申
問
　
農
産
園
芸
課
　
☎
23-

２
４
２
５

宝
く
じ
助
成
事
業

　
一
般
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
る
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事

業
収
入
を
財
源
と
し
て

実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助

成
を
受
け
て
、
小
松
原
地
区
平
江
自
治
公

民
館
が
公
民
館
棟
を
新
築
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
　

　
　
☎
23-

７
１
４
６

野
焼
き
は
火
入
れ
許
可
が
必
要

　
森
林
か
ら
１
㌔
の
範
囲
内
で
田
畑
の
あ

ぜ
な
ど
を
野
焼
き
す
る
と
き
は
、
10
日
前

ま
で
に
市
に
火
入
れ
許
可
申
請
を
し
、
許

可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
火
入
れ
の
際
は
消
火
器
具
を
準

備
し
、
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
十
分

注
意
く
だ
さ
い
。

問
　
森
林
保
全
課
　
☎
23-

２
１
５
２

ご
存
知
で
す
か
？

　検
察
審
査
会

　
検
察
審
査
会
制
度
は
、
検
察
官
が
事
件

を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴

処
分
）
が
正
し
か
っ
た
の
か
を
、
選
挙
権

を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
審
査
す
る

制
度
の
こ
と
で
す
。

　
平
成
31
年
度
の
候
補
者
に
選
ば
れ
た
人

に
は
、
11
月
中
旬
に
検
察
審
査
会
事
務
局

か
ら
「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記

載
の
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
。

　
宮
崎
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
☎
０
９
８
５-

68-

５
１
２
０

自
賠
責
保
険
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
加
害
者
の
賠

償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と
で
、
被
害
者
の

基
本
的
な
賠
償
を
保
証
す
る
制
度
で
あ

り
、
被
害
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
全
て
の
車
や
バ
イ
ク
一
台
ご
と
に
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
て
、
加
入
せ
ず
に

運
転
す
る
こ
と
は
法
令
違
反
で
す
。
自
賠

責
制
度
の
役
割
や
重
要
性
、
保
険
金
・
共

済
金
の
支
払
い
の
仕
組
み
な
ど
を
正
し
く

理
解
し
て
、
必
ず
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
管
財
課
　
☎
23-

２
６
７
２

日
赤
へ
の
募
金
や
忌
明
寄
付

　
日
赤
都
城
地
区
で
は
、
災
害
な
ど
に
対

す
る
支
援
の
た
め
の
募
金
や
忌
明
寄
付
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
募
金

な
ど
は
、
献
血
事
業
や
災
害
時
の
医
師
派

遣
な
ど
の
救
護
活
動
、
救
急
法
の
普
及
講

習
な
ど
の
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
、
協
力
く
だ
さ
い
。

問
　
福
祉
課
　
☎
23-

２
９
８
０

赤
十
字
忌
明
寄
付

　
謹
ん
で
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。
遺
志
に

沿
い
、
赤
十
字
活
動
に

活
用
し
ま
す
。

◉
故
人
　

◦
島
田
巌
さ
ん
（
太
郎
坊
町
）

問
　
福
祉
課
　
☎
23-

２
９
８
０

みやざき医療ナビ
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都
城
か
ら
多
く
の
人
が
西
郷
軍
と
し
て

出
軍
し
た
西
南
戦
争
。
戦
後
、
政
府
軍
戦

没
者
が
政
府
に
よ
り
神
社
に
祭
ら
れ
た
の

に
対
し
、
西
郷
軍
の
戦
病
没
者
は
国
賊
と

扱
わ
れ
ま
し
た
。
心
を
痛
め
た
遺
族
や
生

存
者
ら
は
、
各
地
に
西
郷
軍
の
戦
病
没
者

を
慰
霊
す
る
招

し
ょ
う

魂こ
ん

塚づ
か

を
建
立
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
東
京
在
住
の
元
従
軍
者
ら

が
、
西
郷
隆
盛
と
親
交
の
あ
っ
た
勝
海
舟

に
、
西
郷
軍
の
戦
病
没
者
を
追
悼
す
る
詩

を
贈
る
よ
う
依
頼
。
勝
か
ら
掛
軸
が
書
き

与
え
ら
れ
ま
し
た
。詩
に
は「
惨さ

ん
た
ん
た
り
て
い
ち
ゆ
う
の
あ
き

憺
丁
丑
秋 

回お
も
い
め
ぐ
ら
せ
は
ひ
と
さ
ん
し
ん

想一酸
辛
　
屍し

か
ば
ね
は
こ
ざ
ん
の
つ
ち
と
か
し

化
故
山
土
　
凜り

ん
こ
と
し
て
せ
い
し
ん
あ
り

乎
存
精
神
」

と
詠
ま
れ
て
い
て
、
西
南
戦
争
を
悼
み
、

戦
病
没
者
を
し
の
ぶ
心
情
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
戦
争
終
結
か
ら
４
年
た
っ
た
明
治
14
年
、

前
田
町
の
招
魂
塚
の
側
に
、
こ
の
詩
を
刻

ん
だ
詩
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

美
術
館

都
城
市
立

vol.7
　
寛
永
14
年
（
１
６
３
７
）
10
月
、

長
崎
県
島
原
の
原は

ら
じ
ょ
う城
を
拠
点
に
、
天

草
四
郎
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
大
規
模

な
一
揆
「
島
原
の
乱
」
が
勃
発
。
こ

れ
は
、圧
政
と
重
税
に
苦
し
む
人
々
が
、

キ
リ
ス
ト
教
を
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

し
て
起
こ
し
た
も
の
で
す
。

　
一
揆
の
鎮
圧
に
島
津
家
も
軍
勢
を

派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
揆
勃
発

後
の
翌
年
２
月
、
北ほ

ん
ご
う郷
家
（
後
の
都

城
島
津
家
）
が
軍
の
編
成
に
当
た
っ

て
こ
の
島
原
御
供
賦
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
史
料
に
は
、
江
戸
時
代
の
都

城
の
支
配
制
度
で
あ
っ
た
五
つ
の
口く

ち

と
六
つ
の
外と

じ
ょ
う城

単
位
に
従
軍
す
る
兵

の
名
が
書
き
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
「
鉄

砲
衆
」
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
代
の
戦
に
お
け
る
鉄
砲
の
重

要
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
島
津
軍
が
島
原
に
向
か

う
途
中
で
一

揆
が
鎮
圧
さ

れ
た
た
め
、

島
津
軍
が
戦

う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で

し
た
。

都
城
島
津

ぼ
ん
ち
く
ん
と

「
島
原
御お

供と
も

賦ふ

」

「
勝か

つ

海か
い

舟し
ゅ
う

筆ひ
つ

漢か
ん

詩し

掛か
け

軸じ
く

」

伝
承
館
だ
よ
り

歴
史
探
訪

施設
紹介

問　人形の館（山之口町山之口）　☎57-5295

問　市立美術館　☎25-1447

問
　
文
化
財
課
　
☎
23-

９
５
４
７

問
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

300年以上続くふるさとの歴史と文化を紹介
　国の重要無形民俗文化財に指定されている、山之口麓文
弥節人形浄瑠璃。その歴史と文化を紹介しているのが人形
の館です。
　江戸時代の初め、山之口の郷

ごう

士
し

らが大阪や京都で習い覚え、
郷里に持ち帰って広めたのが始まりであると伝えられる山
之口麓文弥節人形浄瑠璃。300年以上経った今に継承されて
いて、常設展示の他にも、保存会が開催する年4回(3・6・
9・11月の第3日曜日)の定期公演で楽しむことができます。
３月の定期公演では、保存会から指導を受けた地元の麓小
学校５・６年生で構成する人形サークルが、大人さながら
に感情深く演じます。　

　大野重幸（1900～1988年）は、五十町出身の日本
画家です。同郷の山内多門に師事した大野は、風景
や動植物を得意としました。この作品は、福岡県朝
倉市菱野にある日本最古の三連水車を背景に、水田
の農耕を描いたものです。水面の彩色には銀箔が使
われていて、素朴な情景の中にも生命の輝きが感じ
られます。
　大野は戦後、美術団体「日本美術院」を中心に活
動し、1975年には同院特待・無鑑査に推挙され、生涯、
身近な自然にテーマを求め続けました。
　現在、市立美術館では、大野と同時代に日本美術
院を代表する画家として活躍した平山郁夫の展覧会を、
12月2日㈰まで開催しています。

「菱
ひし

野
の

」昭和49年（1974）
大
おお

野
の

　重
じゅう

幸
こう

　作（紙
し

本
ほん

彩
さい

色
しき

）

山之口麓文弥節
人形浄瑠璃資料館（人形の館）

※�

旭ひ

の

お丘
神
社
所
蔵
。
都
城
歴
史
資
料
館
企
画

展「
西
南
戦
争
」
に
て
11
月
３
日
㈯
～
平
成

31
年
１
月
20
日
㈰
ま
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中心市街地
中 核 施 設まるまる！

行こうよ！

◎問い合わせ　　都城市立図書館　☎22－0239　　高城図書館　☎58－4224

まちなか広場イベント

楽しくわかる職人図鑑
日本の技術を支える人たち

都城市立図書館	 ●休館日／原則無休	 ●開館時間／９：00～21：00
高 城 図 書 館	 ●休館日／11月18日・20日・23日・27日、12月4日・11日	 ●開館時間／９：30～18：00

　都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
の
親
子
の
支

援
を
行
う
施
設
で
す
。
助
産
師
の

資
格
を
持
つ
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
。
妊
産
婦
が
抱

え
る
悩
み
を
聞
き
、
サ
ポ
ー
ト
を

必
要
と
す
る
人
に
寄
り
添
う
こ
と

で
、
切
れ
目
な
く
支
援
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
パ
パ
マ
マ
教
室
や
赤
ち

ゃ
ん
広
場
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み

な
ど
、
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　

　☎
36
-５
６
６
１

◦MIYAKONJOぼんちマルシェ（毎月第2日曜日開催）	 【日時】11月11日㈰　10:00～15:00

◦ｍallmallマルシェ（毎月第3日曜日開催）	 【日時】11月18日㈰　10:00～16:00

親子に切れ目なく、きめ細かな支援を

都城市保健センター（Mallmall内の複合施設２階）
休館日／毎週土・日曜日（第2日曜日以外）、祝日、年末年始
開館時間／8:30～17:15（木曜日は8:30～19:00）
※駐車場は、中心市街地中核施設附帯駐車場を利用ください

図
書
館
だ
よ
り

　建設業界で働く
20人の女性たち。
この世界を志した
きっかけややりが
いなど、土木への
誇りと愛情が詰ま
った一冊です。

清文社編集部（編）　清文社（出版）

土木女子！一般

　トンネルはなん
のためにあるの？
どうやってほるの？
土や山、海の中の
いろいろなトンネ
ルの疑問解決。

ライアン・アン・ハンター（文）
エドワード・ミラー（絵）
青山南（訳）　ほるぷ出版（出版）

トンネルをほる児童

　町工場の職人から
伝統工芸の継承者ま
で、39職種と10人の
職人をほのぼのイラ
ストで解説。名工た
ちの姿勢が学べます。

『楽しくわかる職人図鑑』製作委員会（著）
日本能率協会マネジメントセンター（出版）

11月18日は土木の日

一般

　11月30日㈮まで、土木にちなんだパネ
ル展示や本の紹介をしています。高校生
がデザインした「新しすぎる」作業服の
ファッションショーも開催。ぜひ、来場
ください。

未来をデザインしてみよう
〜土木とファッションが出会うとき〜
【日時】11月18日㈰　
　　　13:00～
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都
城
か
ら
多
く
の
人
が
西
郷
軍
と
し
て

出
軍
し
た
西
南
戦
争
。
戦
後
、
政
府
軍
戦

没
者
が
政
府
に
よ
り
神
社
に
祭
ら
れ
た
の

に
対
し
、
西
郷
軍
の
戦
病
没
者
は
国
賊
と

扱
わ
れ
ま
し
た
。
心
を
痛
め
た
遺
族
や
生

存
者
ら
は
、
各
地
に
西
郷
軍
の
戦
病
没
者

を
慰
霊
す
る
招

し
ょ
う

魂こ
ん

塚づ
か

を
建
立
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
東
京
在
住
の
元
従
軍
者
ら

が
、
西
郷
隆
盛
と
親
交
の
あ
っ
た
勝
海
舟

に
、
西
郷
軍
の
戦
病
没
者
を
追
悼
す
る
詩

を
贈
る
よ
う
依
頼
。
勝
か
ら
掛
軸
が
書
き

与
え
ら
れ
ま
し
た
。詩
に
は「
惨さ

ん
た
ん
た
り
て
い
ち
ゆ
う
の
あ
き

憺
丁
丑
秋 

回お
も
い
め
ぐ
ら
せ
は
ひ
と
さ
ん
し
ん

想一酸
辛
　
屍し

か
ば
ね
は
こ
ざ
ん
の
つ
ち
と
か
し

化
故
山
土
　
凜り

ん
こ
と
し
て
せ
い
し
ん
あ
り

乎
存
精
神
」

と
詠
ま
れ
て
い
て
、
西
南
戦
争
を
悼
み
、

戦
病
没
者
を
し
の
ぶ
心
情
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
戦
争
終
結
か
ら
４
年
た
っ
た
明
治
14
年
、

前
田
町
の
招
魂
塚
の
側
に
、
こ
の
詩
を
刻

ん
だ
詩
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

美
術
館

都
城
市
立

vol.7

　
寛
永
14
年
（
１
６
３
７
）
10
月
、

長
崎
県
島
原
の
原は

ら
じ
ょ
う城

を
拠
点
に
、
天

草
四
郎
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
大
規
模

な
一
揆
「
島
原
の
乱
」
が
勃
発
。
こ

れ
は
、圧
政
と
重
税
に
苦
し
む
人
々
が
、

キ
リ
ス
ト
教
を
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

し
て
起
こ
し
た
も
の
で
す
。

　
一
揆
の
鎮
圧
に
島
津
家
も
軍
勢
を

派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
揆
勃
発

後
の
翌
年
２
月
、
北ほ

ん
ご
う郷
家
（
後
の
都

城
島
津
家
）
が
軍
の
編
成
に
当
た
っ

て
こ
の
島
原
御
供
賦
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
史
料
に
は
、
江
戸
時
代
の
都

城
の
支
配
制
度
で
あ
っ
た
五
つ
の
口く

ち

と
六
つ
の
外と

じ
ょ
う城

単
位
に
従
軍
す
る
兵

の
名
が
書
き
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
「
鉄

砲
衆
」
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
代
の
戦
に
お
け
る
鉄
砲
の
重

要
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
島
津
軍
が
島
原
に
向
か

う
途
中
で
一

揆
が
鎮
圧
さ

れ
た
た
め
、

島
津
軍
が
戦

う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で

し
た
。

都
城
島
津

ぼ
ん
ち
く
ん
と

「
島
原
御お

供と
も

賦ふ

」

「
勝か

つ

海か
い

舟し
ゅ
う

筆ひ
つ

漢か
ん

詩し

掛か
け

軸じ
く

」

伝
承
館
だ
よ
り

歴
史
探
訪

施設
紹介

問　人形の館（山之口町山之口）　☎57-5295

問　市立美術館　☎25-1447

問
　
文
化
財
課
　
☎
23-
９
５
４
７

問
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

300年以上続くふるさとの歴史と文化を紹介
　国の重要無形民俗文化財に指定されている、山之口麓文
弥節人形浄瑠璃。その歴史と文化を紹介しているのが人形
の館です。
　江戸時代の初め、山之口の郷

ごう

士
し

らが大阪や京都で習い覚え、
郷里に持ち帰って広めたのが始まりであると伝えられる山
之口麓文弥節人形浄瑠璃。300年以上経った今に継承されて
いて、常設展示の他にも、保存会が開催する年4回(3・6・
9・11月の第3日曜日)の定期公演で楽しむことができます。
３月の定期公演では、保存会から指導を受けた地元の麓小
学校５・６年生で構成する人形サークルが、大人さながら
に感情深く演じます。　

　大野重幸（1900～1988年）は、五十町出身の日本
画家です。同郷の山内多門に師事した大野は、風景
や動植物を得意としました。この作品は、福岡県朝
倉市菱野にある日本最古の三連水車を背景に、水田
の農耕を描いたものです。水面の彩色には銀箔が使
われていて、素朴な情景の中にも生命の輝きが感じ
られます。
　大野は戦後、美術団体「日本美術院」を中心に活
動し、1975年には同院特待・無鑑査に推挙され、生涯、
身近な自然にテーマを求め続けました。
　現在、市立美術館では、大野と同時代に日本美術
院を代表する画家として活躍した平山郁夫の展覧会を、
12月2日㈰まで開催しています。

「菱
ひし

野
の

」昭和49年（1974）
大
おお

野
の

　重
じゅう

幸
こう

　作（紙
し

本
ほん

彩
さい

色
しき

）

山之口麓文弥節
人形浄瑠璃資料館（人形の館）
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で
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示
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点
線
に
沿
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て
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い
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⦿ 今後、取り扱ってほしい記事

⦿ 11月号を読んでのわたしの一言

⦿ 11月号で特に興味を持ったページのタイトル

⦿ あなたの年代は？（○をつけてください）

10代　・　20〜30代　・　40~50代　・　60代以上

ご協力ありがとうございました。

※応募者の個人情報は、当選者発表と商品発送以外には
　利用しません

　9月号に寄せられたお便り

vol.14 ルイメド・ソヨルマーさん（モンゴル）

国際交流員の
ひとりごと

万感のモンゴル青少年との交流

このコーナーでは、「わたしの一言」
の中から一部を紹介します。また、
皆さんから寄せられた意見を、今後
の広報紙に生かしていきます。

　秋めいてきましたが、今年の夏の出来事を紹介し
ます。8月3日から1週間、モンゴルの中学校の生徒
10人と引率の先生2人が都城市に滞在し、私は通訳と
して同行しました。モンゴルの生徒らはホームステ
イを通して都城に良い友達ができ、日本の文化をた
くさん体験することができました。彼らに「都城の
何が一番、気に入りましたか」と尋ねたら、「優しい
人たちやきれいな滝、おいしいご飯」と答えました。
通訳としてとても感激しました。
　将来、彼らの中から、都城の国際交流員になって
くれる人がいたらうれしいと感じた今回の交流でした。

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

さらなる高みを目指して
　8月の全国高等学校IT・簿記選手権大会簿記
部門で、都城商業高校簿記部が団体6位、同部員の盛田
彩
あや

加
か

さん（3年）が個人7位に輝きました。会計知識や
計算の正確性などを競う同大会で、団体・個人ともに県
勢過去最高の成績を残した同部。部長の園田温

はる

紀
き

さん（3
年）は「自分たちの知識量が全国で通用するか不安だっ
たが、団体6位になれてうれしい」と喜びます。
　より高い簿記知識
を身に付けようと日々
練習に取り組む同部
員ら。合格率が1割前
後の日商簿記1級の取
得に向けて、研さん
に励んでいました。

（写真前列左から3番目、個人7位の盛田さん）

わ
け
も
ん
通
信
vol.7

書家の紫舟さんの指導の下、子どもたちが大切な人へ
思いを懸命につづっている姿に、元気をもらいました。
　　　　　　　　　　　　　　 （梅北町　Ｍ・Kさん）

M
ま る ま る

allmallのオープンは知っていましたが、どういう活
動をしているのか知りませんでした。まちなか広場や
未来創造ステーションなど、魅力的な活動が多く、早
速参加してみたいと思いました。　（栄町　トマトさん）

ジュニアゴルファーの横山翔伍さんを取り上げた「人
の風景」を読んで、都城にもすごい力を持った中学生
がいることに感心しました。これからも世界を目指し、
成長されることを期待しています。 （横市町　M・Nさん）

次々に発生する災害に心が安まりません。都城は比較的、
災害が発生することが少ないように感じますが、自分
の命は自分で守ることを念頭に置いて、災害に備えた
いと思います。　　　　　（山之口町花木　Ｍ・Ｋさん）

盆
地
生
ま
れ
の

元
気
レ
シ
ピ
！

◎問い合わせ　健康課　☎23-2765

丁寧に育てた梅で作った、安全・安心な梅ジャムです。

鶏もも肉…………………………… 320g
塩………………………………… 小 1/6
こしょう……………………………… 少々
片栗粉……………………………… 大 2
サラダ油……………………………… 小 2
玉ネギ………………… 中玉 1/3（50g）
パプリカ………………………1/2（80g）
　料理酒…………………………… 大 1
　しょうゆ（濃口）… ……… 大 1と1/2
　梅ジャム…………………………… 大 1
青ジソ……………………… 12枚（6g）
白ゴマ……………………………………3g

※ 1人分／ 272kcal、塩分 1.30g

①

②

③

④

【下準備】
鶏もも肉の皮面に切れ込みを入れ、筋切りを
する。玉ネギとパプリカを薄切りにする。青
シソは千切りにし、水にさらして水気を切る。
Aの材料を滑らかになるまで混ぜ合わせる。

鶏もも肉に塩とこしょうをふり、片栗粉を
まぶす。
サラダ油をひいたフライパンで①の皮面を
焦げ目が付くまで強火で焼く。裏面もしっ
かり焼き、中火で中まで火を通す。
鶏もも肉を取り出し、同じフライパンで玉
ネギとパプリカを強火で炒め、Aの調味
料を入れて、中火で少し水分を飛ばす。
②の鶏もも肉を食べやすい大きさに切っ
て器に盛り付け、③のソースをかけ、そ
の上に青ジソを乗せ白ゴマをかける。

材料（4人分） 作り方

鶏肉のソテー  梅ジャムソースがけ

Ａ

◀㈱三甲農園　代表取締役　上之原  正美  さん

　農薬や化学肥料を使わずに育てた完熟梅。この梅とグラ
ニュー糖のみを丁寧に煮込んだ安全・安心な梅ジャムは、
自然な酸味とフルーティな香りが特徴です。梅の酸味を生
かして料理すると、減塩につながりますよ。
　当社の梅を使用した商品は、道の駅山之口で購入できます。
㈱三甲農園（乙房町 1671-13）　☎ 37-1467

③

②
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ご協力ありがとうございました。

※応募者の個人情報は、当選者発表と商品発送以外には
　利用しません

　9月号に寄せられたお便り

vol.14 ルイメド・ソヨルマーさん（モンゴル）

国際交流員の
ひとりごと

万感のモンゴル青少年との交流

このコーナーでは、「わたしの一言」
の中から一部を紹介します。また、
皆さんから寄せられた意見を、今後
の広報紙に生かしていきます。

　秋めいてきましたが、今年の夏の出来事を紹介し
ます。8月3日から1週間、モンゴルの中学校の生徒
10人と引率の先生2人が都城市に滞在し、私は通訳と
して同行しました。モンゴルの生徒らはホームステ
イを通して都城に良い友達ができ、日本の文化をた
くさん体験することができました。彼らに「都城の
何が一番、気に入りましたか」と尋ねたら、「優しい
人たちやきれいな滝、おいしいご飯」と答えました。
通訳としてとても感激しました。
　将来、彼らの中から、都城の国際交流員になって
くれる人がいたらうれしいと感じた今回の交流でした。

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

さらなる高みを目指して
　8月の全国高等学校IT・簿記選手権大会簿記
部門で、都城商業高校簿記部が団体6位、同部員の盛田
彩
あや

加
か

さん（3年）が個人7位に輝きました。会計知識や
計算の正確性などを競う同大会で、団体・個人ともに県
勢過去最高の成績を残した同部。部長の園田温

はる

紀
き

さん（3
年）は「自分たちの知識量が全国で通用するか不安だっ
たが、団体6位になれてうれしい」と喜びます。
　より高い簿記知識
を身に付けようと日々
練習に取り組む同部
員ら。合格率が1割前
後の日商簿記1級の取
得に向けて、研さん
に励んでいました。

（写真前列左から3番目、個人7位の盛田さん）

わ
け
も
ん
通
信
vol.7

書家の紫舟さんの指導の下、子どもたちが大切な人へ
思いを懸命につづっている姿に、元気をもらいました。
　　　　　　　　　　　　　　 （梅北町　Ｍ・Kさん）

M
ま る ま る

allmallのオープンは知っていましたが、どういう活
動をしているのか知りませんでした。まちなか広場や
未来創造ステーションなど、魅力的な活動が多く、早
速参加してみたいと思いました。　（栄町　トマトさん）

ジュニアゴルファーの横山翔伍さんを取り上げた「人
の風景」を読んで、都城にもすごい力を持った中学生
がいることに感心しました。これからも世界を目指し、
成長されることを期待しています。 （横市町　M・Nさん）

次々に発生する災害に心が安まりません。都城は比較的、
災害が発生することが少ないように感じますが、自分
の命は自分で守ることを念頭に置いて、災害に備えた
いと思います。　　　　　（山之口町花木　Ｍ・Ｋさん）
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詳しくは、市ホームページで確認するか、
各団体に問い合わせください。

NPOのイベント情報

NPO通信
市内で
がんばる
団体を紹介

編集後記
　広報担当に異動してから、早いもので半年が過ぎま
した。取材や編集など、広報の仕事がようやく腑

ふ

に落
ち、自分なりの色を少しずつ出せるようになった気が
しています。やはり場数を踏むことが大切で、真夏の
体育館内での撮影や10㎞近く山道を歩くウオーキング
大会など、いろいろな現場で取材ざんまいの日々を過
ごせたおかげで、経験を踏まえた思考ができています。
これから成人式など、初めての取材も目白押しですが、
広報マンとしてさらに磨きをかけていきます。　　（裕）

　高齢者など地域の皆さんを歌や踊りで元気付けよ
うと発足。いきいきわくわく健康増進クラブ（デイサ
ービス・志比田町4930-3）で、健康カラオケや健康手踊
りを毎週火曜日に実施しています。見学や一日体験な
ども受け付けていますので、ぜひ、気軽に参加してみ
ませんか。

劇団三
み

喜
き

歌や踊りで、みんなを楽しく元気に！

◎問い合わせ　☎22-3208飲酒運転は絶対許しません！

安全・安心情報
◎問い合わせ　総務課　☎23-7183

ラジオ番組の案内
■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59（再）

テレビ番組の案内
■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）

「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6：50 ～　②11：50 ～　③16：50 ～
④20：50 ～　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

都城市現住人口

スマートフォンか
らも市政情報を
確認できます。

平成30年10月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,724世帯 （4） （236）
人口総数 161,968人 （－18）（－1,027）
男　　性 76,164人 （－49） （－471）
女　　性 85,804人 （31） （－556）
※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

日　時 イベント名 場　所 問い合わせ

11/10㈯
10時〜15時

県エンジョイ
スポーツフェ
スティバル

高城運動公園
屋内競技場ほか

都城ぼんちスポー
ツクラブ（尾曲）
☎58-5514

11/11㈰、
12/9㈰
7時〜8時

朝ヨガ スタジオMIKI
（郡元町2700）

シャクティー（福元）
☎090-2519-6282

11/11㈰
13時30分〜

子育て講演会
「電子メディア社
会の子どもたち」

横市地区公民館
子育てネットおひさ
まとはらっぱ（岡本）
☎39-5866

11/14㈬・28㈬
11時〜15時 もみじサロン ビ助っ人（志比

田町3362-2）
ビ助っ人（新宮）
☎57-7744

①11/16㈮
②11/17㈯
10時〜13時

田舎暮らしを楽
しむ講座「こんに
ゃく・甘酒作り」

がまこう庵
（吉之元町5186）

手仕事舎
そうあい（蒲生）
☎37-0002

11/18㈰
14時〜16時

陽だまり
ライブラリー 祝吉郡元公園 桜ます（谷ヶ久保）

☎090-7165-6207

11/20㈫
10時30分〜
11時30分

癒やしのアロ
ママッサージ
（ベビー＆ママ）

梅北児童館
子育てネットおひさ
まとはらっぱ（岡本）
☎39-5866

11/25㈰
9時〜

日向路の食べ
歩き

ベッセルホテル
東側駐車場

婚活支援良縁
どっと混む（黒木）
☎070-5530-7964

12/2㈰
9時30分〜
13時

そば打ち、
ねったぼ作り
体験

農業伝承の家
（安久町1227-1）

正応寺ごんだの会
（石井）
☎090-3609-1559

　重大事故に直結する飲酒運転は、運転者だ
けでなく同乗者や酒類・車両提供者にも重い
刑罰が科せられます。また、運転者の社会的
地位や財産を失うだけでなく、被害者の家族
や運転者の家族の人生をも変えてしまい、取
り返しのつかない事態に陥ります。
【都城の飲酒運転検挙件数は県内ワースト】
　本年9月までの都城警
察署管内の飲酒運転検挙
件数は50件（前年比11件
増）で、県内13警察署でワ
ーストでした。この状況の
改善には、「飲酒運転は犯
罪」と改めて認識し、「飲酒
運転を根絶する」 という
強い意志が重要です。

都城警察署交通課長

内
う ち た て

立   三郎さん
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都城市役所 秘書広報課 行
（広報 都城  NO.155  2018年11月号）
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氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

都城市を盛り上げてくれる、 PR連携店やみやこんじょ大使を紹介！
◎問い合わせ　みやこんじょ PR 課　☎23-2615

［クリスマスケーキ（生クリーム・5号） ２組］

お菓子の昭栄堂 都城本店（甲斐元町1-28）　☎22-4318
　地元産の卵や生クリームなどを原料にした、添加物
不使用の安全・安心な同店のケーキ。今年のクリスマス
には家族や友人と、ぜひ、ご賞味ください。

はがきに住所、氏名、電話番号と、11月号を読んだ感想など
を書いて〒885-8555まで。
応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。
　※読者プレゼントの寄付事業者を募集しています。詳細は、
　　秘書広報課まで問い合わせください
◎応募締め切り 11月30日㈮　当日消印有効
◎当 選 者 発 表 本紙１月号
◎９月号当選者 坂田昭一さん　他４人
◎９月号応募総数 48通

プレゼントの応募方法

商品提供事業者
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高城町穂満坊出身、田中健治さんの店「炭
火串焼みやこんじょ」。
平成28年6月、都城市PR連携店に認定。
所在地：〒464-0850
　　　　愛知県名古屋市千種区今池5-10
　　　　☎052-731-0508
営業時間：18：00～翌3：00（火～日曜日）
※月曜日が祝日、祝日前日の場合は営業日
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食感が自慢！「地鶏の炭火焼」

みやこんじょ盛り上げ隊！

今月の読者プレゼント
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詳しくは、市ホームページで確認するか、
各団体に問い合わせください。
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NPO通信
市内で
がんばる
団体を紹介

編集後記
　広報担当に異動してから、早いもので半年が過ぎま
した。取材や編集など、広報の仕事がようやく腑

ふ

に落
ち、自分なりの色を少しずつ出せるようになった気が
しています。やはり場数を踏むことが大切で、真夏の
体育館内での撮影や10㎞近く山道を歩くウオーキング
大会など、いろいろな現場で取材ざんまいの日々を過
ごせたおかげで、経験を踏まえた思考ができています。
これから成人式など、初めての取材も目白押しですが、
広報マンとしてさらに磨きをかけていきます。　　（裕）

　高齢者など地域の皆さんを歌や踊りで元気付けよ
うと発足。いきいきわくわく健康増進クラブ（デイサ
ービス・志比田町4930-3）で、健康カラオケや健康手踊
りを毎週火曜日に実施しています。見学や一日体験な
ども受け付けていますので、ぜひ、気軽に参加してみ
ませんか。

劇団三
み

喜
き

歌や踊りで、みんなを楽しく元気に！

◎問い合わせ　☎22-3208飲酒運転は絶対許しません！

安全・安心情報
◎問い合わせ　総務課　☎23-7183

ラジオ番組の案内
■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59（再）

テレビ番組の案内
■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）

「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6：50 ～　②11：50 ～　③16：50 ～
④20：50 ～　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

都城市現住人口

スマートフォンか
らも市政情報を
確認できます。

平成30年10月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,724世帯 （4） （236）
人口総数 161,968人 （－18）（－1,027）
男　　性 76,164人 （－49） （－471）
女　　性 85,804人 （31） （－556）
※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

日　時 イベント名 場　所 問い合わせ

11/10㈯
10時〜15時

県エンジョイ
スポーツフェ
スティバル

高城運動公園
屋内競技場ほか

都城ぼんちスポー
ツクラブ（尾曲）
☎58-5514

11/11㈰、
12/9㈰
7時〜8時

朝ヨガ スタジオMIKI
（郡元町2700）

シャクティー（福元）
☎090-2519-6282

11/11㈰
13時30分〜

子育て講演会
「電子メディア社
会の子どもたち」

横市地区公民館
子育てネットおひさ
まとはらっぱ（岡本）
☎39-5866

11/14㈬・28㈬
11時〜15時 もみじサロン ビ助っ人（志比

田町3362-2）
ビ助っ人（新宮）
☎57-7744

①11/16㈮
②11/17㈯
10時〜13時

田舎暮らしを楽
しむ講座「こんに
ゃく・甘酒作り」

がまこう庵
（吉之元町5186）

手仕事舎
そうあい（蒲生）
☎37-0002

11/18㈰
14時〜16時

陽だまり
ライブラリー 祝吉郡元公園 桜ます（谷ヶ久保）

☎090-7165-6207

11/20㈫
10時30分〜
11時30分

癒やしのアロ
ママッサージ
（ベビー＆ママ）

梅北児童館
子育てネットおひさ
まとはらっぱ（岡本）
☎39-5866

11/25㈰
9時〜

日向路の食べ
歩き

ベッセルホテル
東側駐車場

婚活支援良縁
どっと混む（黒木）
☎070-5530-7964

12/2㈰
9時30分〜
13時

そば打ち、
ねったぼ作り
体験

農業伝承の家
（安久町1227-1）

正応寺ごんだの会
（石井）
☎090-3609-1559

　重大事故に直結する飲酒運転は、運転者だ
けでなく同乗者や酒類・車両提供者にも重い
刑罰が科せられます。また、運転者の社会的
地位や財産を失うだけでなく、被害者の家族
や運転者の家族の人生をも変えてしまい、取
り返しのつかない事態に陥ります。
【都城の飲酒運転検挙件数は県内ワースト】
　本年9月までの都城警
察署管内の飲酒運転検挙
件数は50件（前年比11件
増）で、県内13警察署でワ
ーストでした。この状況の
改善には、「飲酒運転は犯
罪」と改めて認識し、「飲酒
運転を根絶する」 という
強い意志が重要です。

都城警察署交通課長
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う ち た て

立   三郎さん
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